
市
内
取
扱
店
で
使
え
る

地
域
応
援
ぷ
ら
す
ク
ー
ポ
ン
を
配
布

創
業
者
支
援
金
の
支
給

特
別
定
額
給
付
金
申
請
は

８
月
25
日
㈫〈
必
着
〉ま
で

災
害
時
の
避
難
は

感
染
症
に
配
慮
し
た
対
策
を

国
民
健
康
保
険
税

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
ま
す

　
掲
載
内
容
に
変
更

が
生
じ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
の
情

報
は
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▲市ホームページ

　
市
内
で
頑
張
る
お
店
を
応
援
す
る
た
め
、

市
内
の
全
世
帯
へ
２
千
円
分
の
ク
ー
ポ
ン

を
配
布
し
ま
す
。

▼
配
布
時
期
／
７
月
中
旬

▼
使
用
期
限
／
10
月
31
日
㈯

▼
使
用
で
き
る
お
店
／
市
内
の
ク
ー
ポ
ン

取
扱
店（
売
り
場
面
積
１
千
㎡
超
の
大
型

店
舗
、チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
を
除
く
）※

使

用
方
法
や
取
扱
店
は
、ク
ー
ポ
ン
と
同
送

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
参
照

■
ク
ー
ポ
ン
取
扱
店
を
募
集
！

　
登
録
を
希
望
す
る
市
内
事
業
者
の
方
は
、

商
工
会（
☎
０
４
８‐

４
７
８‐

０
０
５
５
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４

２
３‐

３
１
２
９
）

▼
対
象
者
／
基
準
日（
令
和
２
年
４
月
27

日
㈪
）に
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方

▼
支
給
額
／
１
人
に
つ
き
10
万
円

▼
申
請
で
き
る
方
／
世
帯
主

▼
申
請
方
法
／
申
請
書
に
、本
人
確
認
書

類
及
び
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類

を
添
付
し
て
返
信
用
封
筒
で
返
送

▼
問
合
せ
／
新
座
市
特
別
定
額
給
付
金
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー（
☎
０
１
２
０‐

３
８‐

６

７
６
３
）

　
事
業
を
始
め
た
ば
か
り
で
減
収
に
な
っ

た
事
業
者
の
方
へ
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
／
次
の
全
て
を
満
た
す
方
＝
○
市

に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
個
人
事
業
主
又

は
登
記
の
所
在
地
が
市
内
の
法
人
、○
令

和
２
年
１
月
１
日
㈬
か
ら
５
月
31
日
㈰
ま

で
に
開
業
届
又
は
法
人
登
記
を
行
っ
た
、

○
売
上
高
が
当
初
の
計
画
と
比
較
し
て
20

％
以
上
減
少

▼
支
援
額
／
個
人
事
業
主
＝
10
万
円
、法

人
＝
20
万
円

▼
申
請
期
限
／
９
月
30
日
㈬

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
申
請
書（
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）及
び
必
要
書
類
を

郵
送
で
、経
済
振
興
課（
☎
０
４
８‐

４
２

３‐

３
１
２
９
）へ

▼
対
象
／
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡
又

は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
世
帯
の
方
、主

た
る
生
計
維
持
者
の
収
入
な
ど
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
前
年
と

比
較
し
て
減
少
が
見
込
ま
れ
る
方
な
ど
、

保
険
税（
料
）ご
と
に
要
件
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

▼
免
除
割
合
／
全
額
免
除
か
ら
一
部
減
額

ま
で
、保
険
税（
料
）に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

　
減
免
制
度
の
対
象
に
な
ら
な
い
場
合
で

も
、保
険
税（
料
）の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、徴
収
猶
予
制
度
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
〇
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

＝
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

４

８
６
７
）、 

〇 

国
民
健
康
保
険
税
の
徴
収

猶
予
＝
納
税
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７‐

１

８
５
２
）、〇
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝

長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
０
）、〇
介
護
保
険
料
＝
介
護
保
険

課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
９
）

　
今
後
は
、「
感
染
症
対
策
の
た
め
の
新
し

い
生
活
様
式
」の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、避

難
所
の
運
営
を
行
い
ま
す
。
避
難
所
で
は
、

過
密
状
態
の
防
止
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト・手

指
な
ど
の
消
毒
、健
康
確
認
な
ど
、衛
生

管
理
及
び
健
康
管
理
の
徹
底
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
避
難
所
で
の
集
団
生
活
を
避
け
る
た
め

に
、安
全
な
地
域
に
あ
る
親
戚・知
人
宅

な
ど
、避
難
所
以
外
へ
の
避
難
も
検
討
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、避
難
時
の
持
ち
出
し
品
に
加
え
、

マ
ス
ク
、体
温
計
、消
毒
液
、防
寒
着
な
ど

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

新型コロナウイルス感
染症対策のための

新しい生活様式
　こ
れ
か
ら
は
日
常
生
活
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
両
立

す
る
た
め
、「
新
し
い
生
活
様
式
」を
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
生
活
様
式

日
常
生
活
の
行
動
の
具
体
例

働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル

〇
こ
ま
め
に
手
洗
い・手
指
消
毒

〇
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底

〇
ま
め
に
換
気

〇
身
体
的
距
離
の
確
保

〇
３
つ
の「
密
」（
密
集
、密
接
、密
閉
）の
回
避

〇
毎
朝
の
体
温
測
定
、健
康
チ
ェ
ッ
ク
。
発
熱

や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
無
理

せ
ず
自
宅
で
療
養

買
い
物

公
共
交
通
機
関
の
利
用

娯
楽
、ス
ポ
ー
ツ
な
ど

〇
通
販
も
利
用
し
て

〇
１
人
又
は
少
人
数
で
、空
い
た
時
間

に
〇
計
画
を
立
て
て
素
早
く
済
ま
す

〇
サ
ン
プ
ル
な
ど
展
示
品
へ
の
接
触
は

控
え
め
に

〇
レ
ジ
に
並
ぶ
と
き
は
、前
後
に
ス
ペ

ー
ス
を

〇
電
子
決
済
の
利
用
も

〇
会
話
は
控
え
め
に

〇
混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
て

〇
徒
歩
や
自
転
車
も
併
用
し
て

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
親
族
行
事

〇
多
人
数
で
の
会
食
は
避
け
て

〇
発
熱
や
風
邪
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場

合
は
参
加
し
な
い

食
事

〇
持
ち
帰
り
や
出
前
、デ
リ
バ
リ
ー
も

〇
屋
外
空
間
で
気
持
ち
よ
く

〇
大
皿
は
避
け
て
、料
理
は
個
々
に

〇
対
面
で
は
な
く
横
並
び
で
座
ろ
う

〇
会
話
は
控
え
め
に

〇
お
酌
、コ
ッ
プ
で
の
回
し
飲
み
は
避

け
て

〇
公
園
は
空
い
た
時
間
、場
所
を
選
ん

で
〇
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
自
宅
で
、動
画
を

活
用

〇
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人
数
で

〇
す
れ
違
う
と
き
は
距
離
を
取
っ
て

〇
予
約
制
を
利
用
し
て
ゆ
っ
た
り
と

〇
狭
い
部
屋
で
長
居
は
し
な
い

〇
歌
や
応
援
は
、十
分
な
距
離
の
確
保

又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

〇
テ
レ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤

務
〇
時
差
通
勤
で
ゆ
っ
た
り
と

〇
オ
フ
ィ
ス
は
広
々
と

〇
会
議
、名
刺
交
換
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で

〇
対
面
で
の
打
合
せ
は
、十
分
な
換
気

と
マ
ス
ク
の
着
用
を

危
機
管
理
課

（
☎
０
４
８-

４
７
７-

２
５
０
２
）

問合せ

◀
詳
細
は
厚
生
労
働
省

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情
報

外出控え 換気 密集回避 密接回避 密閉回避 咳エチケット 手洗い

市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
25
日
に
解
除
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
も
一
重
に
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力

の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　w
ith

コ
ロ
ナ
、新
し
い
生
活
様
式
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、市
民
の
皆
様
や
事
業
者
の
皆
様
に
し
っ
か

り
と
し
た
生
活
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
す
。
支

援
内
容
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
に
い
ざ
に
掲

載
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
第
二
波
に
よ
る
感
染
拡
大
も
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、

十
分
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
２
年
６
月
15
日
　
新
座
市
長  

並
木
　
傑マ

サ
ル

広
報 新座市は
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INFORMATION
№1039■令和2年7月号

令和２年度の広報にいざに
掲載する広告を募集します。

広告を募集しています

※詳細は二次元コードからホームページ参照

広
報

▶問合せ／シティプロモーション課
　（☎０４８-４２４-９６００）

訪問リハビリマッサージ
さんぽあん

電話：048-211-3215
住所：新座市東2-6-22-201
https://saint-point.info/

お一人での外出が難しい方を
対象に健康保険※での施術を

行っております。
※要保険医同意書

安
全
・
安
心

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月
15
日
㈬
〜
24
日
㈮

お
知
ら
せ

「
国
民
保
護
に
関
す
る
新
座
市

計
画
」を
変
更
し
ま
し
た

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等・前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

市
長
選
挙
に
伴
う
各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
休
館

７
月
１
日
㈬
か
ら
印
鑑
登
録
証
の

再
交
付
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

７
月
は
虐
待
ゼ
ロ
推
進
月
間
で
す

市
の
電
子
書
籍
の
ご
利
用
を

生
け
垣
の
設
置
に
助
成
金
を
交
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

打
ち
水
で
夏
を
涼
し
く

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
忘
れ
ず
に

７
月
は
県
営
住
宅
の
募
集
月

く
ら
し
・
環
境

当初から開設する避難場所避難対象地域

スリーアール

　
国
の「
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指

針
」や
、県
の「
国
民
保
護
に
関
す
る
埼
玉

県
計
画
」が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、市

の「
国
民
保
護
に
関
す
る
新
座
市
計
画
」を

変
更
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間
／
７
月
14
日
㈫
〜
８
月
14
日

㈮▼
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
市
町

村
振
興
協
会（
☎
０
４
８‐

８
２
２‐

５
０

０
４
）

　
虐
待
を
発
見
し
た
、虐
待
を
受
け
て
い

る・し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、「
埼

玉
県
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
♯
７
１
７
１
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い（
Ｉ
Ｐ
電
話
又
は

都
県
境
在
住
の
方
な
ど
は
☎
０
４
８‐

７

６
２‐

７
５
３
３
）。※

詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）

　
７
月
５
日
㈰
は
、新
座
市
長
選
挙
の
投

票
日
の
た
め
、投
票
所
と
な
る
各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
休
館

し
ま
す
。※

資
料
の
閲
覧
、検
索
用
パ
ソ

コ
ン
も
使
用
不
可

▼
問
合
せ
／
福
祉
の
里
図
書
館（
☎
０
４

８‐

４
８
１‐

７
０
７
０
）

　
印
鑑
登
録
の
再
登
録
、印
鑑
登
録
証
の

紛
失
や
改
印
な
ど
で
再
交
付
を
申
請
す
る

際
に
は
、今
後
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

▼
手
数
料
／
１
件
に
つ
き
２
０
０
円

▼
問
合
せ
／
市
民
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

２
６
７
７
）

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、貴
重
な

資
料
な
ど
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
に
い
ざ
の
民
話
」、「
新
座
市
史
」、「
新

座
の
石
仏
」な
ど
、無
料
で
利
用
で
き
る

電
子
書
籍
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
中
央
図
書
館（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐

１
１
１
５
）

　
市
内
の
住
宅
又
は
事
業
所
の
塀
を
登
録

業
者
に
依
頼
し
て
生
け
垣
に
す
る
方
に
、

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。※

工
事

着
手
前
に
要
申
請

▼
問
合
せ
／
み
ど
り
と
公
園
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

▼
節
電
の
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
室
温
28
度

を
目
安
に
設
定
す
る
、○「
す
だ
れ
」な
ど

で
日
差
し
を
緩
和
す
る
、○
冷
蔵
庫
の
温

度
設
定
を「
強
」か
ら「
中
」に
変
え
る
、○

必
要
の
な
い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
、○

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
の
主
電
源
は

切
る
な
ど

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
地
面
に
水
を
ま
く
こ
と
に
よ
り
、蒸
発

効
果
で
地
表
面
の
温
度
を
下
げ
、気
温
の

低
下
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、下
が
っ
た
温

度
以
上
に
涼
し
く
感
じ
る
体
感
温
度
の
低

下
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

▼
や
り
方
／
○
お
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
を

使
用
す
る
、○
地
面
だ
け
で
な
く
、屋
上

や
ベ
ラ
ン
ダ
、建
物
の
壁
な
ど
へ
も
効
果

あ
り
、○
歩
行
者
な
ど
、周
囲
に
注
意
し

て
行
う

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
浄
化
槽
の
所
有
者
に
は
、定
期
的
な
維

持
管
理
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
管
理
依
頼
先
／
〇
保
守
点
検
＝
県
に
登

録
し
て
い
る
事
業
者
、〇
清
掃
＝
朝
霞
地

区
一
部
事
務
組
合
の
許
可
事
業
者
、〇
法

定
検
査
＝
県
の
指
定
検
査
機
関

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

　
水
道
使
用
量
を
計
量
す
る
水
道
メ
ー
タ

ー
は
、定
期
的
な
交
換
が
法
令
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
無
償
で
交
換
を
行

っ
て
お
り
、市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
交
換
に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
栄
一
〜
五
丁
目
、池
田
一

〜
五
丁
目
、新
塚

▼
交
換
時
期
／
７
月
10
日
㈮
〜
８
月
５
日

㈬※

４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
メ
ー
タ
ー

を
設
置
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

▼
募
集
案
内
配
布
期
間
／
７
月
１
日
㈬
〜

21
日
㈫

▼
配
布
場
所
／
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
、各

出
張
所
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、ふ
る

さ
と
新
座
館

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社（
☎
０
４
８‐

８
２
９‐

２
８
７
５
）

▼
市
重
点
目
標
／
○
自
転
車・歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道
路
交
通

法
の
周
知
と
自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
）

▼
県
重
点
目
標
／
○
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、○
二
輪
車・自
転
車
の
交

通
事
故
防
止
、○
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課
内
新
座
市
交
通

安
全
推
進
協
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

　
令
和
２
年
５
月
、県
が
柳
瀬
川

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、黒
目
川
の
水
害
リ

ス
ク
情
報
図
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、国
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
避
難
判
断
を
支
援

す
る
た
め
、避
難
行
動
判
定
フ
ロ

ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、併

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

対
象
地
域
は
更
新
さ
れ
ま
す
。
詳

細
や
最
新
の
情
報
は
、県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
想
定
最
大
規
模
降
雨
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
等
に
つ

い
て
」及
び
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

２
５
０
２
）

洪
水
浸
水

想
定
区
域
の
改
定

柳瀬川
流域

黒目川
流域

土砂災害
警戒区域

市民総合体育館、跡見学園女子大学、立教
新座中学・高校、立教大学、東北・新開・大和
田・東野小学校、第二中学校

市民会館、市民総合体育館、畑中公民館、陣
屋・池田・片山・石神・西堀・野寺・栗原小学校、
新座・第五・第六中学校

市民総合体育館、跡見学園女子大学、栗原・
畑中公民館、新開・池田・片山・石神小学校、
第六中学校

中野二丁目、大和田五丁目、栄一丁目、池田
一・三丁目、堀ノ内一・二丁目、片山二丁目、石
神四丁目、栗原三丁目、畑中一丁目、馬場一・
二丁目の土砂災害警戒区域（現行の新座市
洪水・土砂災害ハザードマップ参照）

馬場三丁目、石神三丁目、野寺一丁目の全域
畑中二・三丁目、馬場一・二・四丁目、堀ノ内
一・二丁目、道場一・二丁目、石神二・四丁目、
野寺二丁目、栗原一丁目の一部地域

新座二・三丁目、大和田三・四丁目の全域
中野一・二丁目、新座一丁目、大和田一・五丁
目の一部地域

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、非
常
に
便
利
な
素

材
で
す
。
成
形
し
や
す
く
、軽
く
て
丈
夫

で
安
価
な
た
め
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
材
質
で
す
。
一

方
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
増
加
、川

や
海
へ
の
流
出
に
よ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
、焼
却
に
よ
る
地
球
温
暖
化

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
剰
な
使
用
を
抑
制
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、国
で
は

令
和
２
年
７
月
１
日
㈬
か
ら
、全
国
で
レ

ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
、年
間
３
０
５
億
枚
の
レ

ジ
袋
を
使
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、一
人
当

た
り
約
３
０
０
枚
使
用
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
３
０
５
億
枚
の
レ
ジ
袋
は
、資
源
採
取

か
ら
最
終
処
分
ま
で
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
て
を
レ
ジ
袋
の
原
料
の
原
油
に
換
算

す
る
と
、約
42
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
な
り

ま
す
。
こ
の
量
は
、25
ｍ
プ
ー
ル
約
１
千

２
０
０
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
安
易
な
レ
ジ
袋
の
利
用
に
よ
り
、ご
み

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、た
く
さ
ん
の
資

源
を
無
駄
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

　
レ
ジ
袋
の
有

料
化
は
、そ
れ

が
本
当
に
必
要

か
を
考
え
、私

た
ち
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
こ
と
で
、

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減
し

て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
普
段
、何
気
な
く
使
っ
て
い
る
レ
ジ
袋

で
す
が
、そ
の
袋
が
本
当
に
必
要
か
皆
さ

ん
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

でかけるときは
エコバッグを持って！

７
月
１
日
㈬
か
ら

レ
ジ
袋
有
料
化
が

　
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

多
く
は
、川
を
通
じ
て
最
終
的
に
海
を
汚

し
て
い
ま
す
。下
水
道
管（
雨
水
管
）、水
路
、

市
内
を
流
れ
る
黒
目
川
や
柳
瀬
川
か
ら
も

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
流
れ
込
ん
で
い
ま

す
。

　
海
へ
流
れ
込
ん
だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
影
響
に
よ
り
、魚
類
、海
鳥
、ア
ザ
ラ
シ

な
ど
の
海
洋
哺
乳
類
、ウ
ミ
ガ
メ
を
含
む

少
な
く
と
も
約
７
０
０
種
も
の
生
物
が
傷

つ
け
ら
れ
た
り
死
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
を
餌
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
う

こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
す
。

川
か
ら
海
へ

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
本
来
自
然
界
に
存
在

し
な
い
物
質
で
す
が
、小
さ
く
砕
け
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
）が
、食
を
通
じ
て
人
体
に
も
取
り

込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
体
へ

海
の
生
物
へ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

海洋プラスチックごみ問題

環境課（☎０４８-４７７-1547）問合せ

ス
タ
ー
ト

使い捨てプラスチックごみ
を減らそう！

3 で
　新座市の資源プラスチック排出量は増加
傾向にあります（平成２９年度１,２９６トン、
平成３０年度１,３２０トン）。

educe（リデュース）
減らす

繰り返し使う

R
R

R

　平成３０年度の資源プラスチック排出量
のうち、約３割はシャンプーボトルなどの
ボトル系プラスチックです。　新座市で回収したペットボトル・プラス

チックごみは、志木地区衛生組合（新座・志
木・富士見市で構成）に集めて資源プラス
チックを選別し、再資源化しています。

euse（リユース）

再生して使う
ecycle（リサイクル）R
富士見環境センター

わたしたちにできること

消
費
者
＝
☎
０
５
７
０‐
０
８
０
１
８
０

事
業
者
＝
☎
０
５
７
０‐
０
０
０
９
３
０

レ
ジ
袋
有
料
化
に
対
す
る
問
合
せ

（
経
済
産
業
省
）

●エコバッグ持参で、レジ袋削減！

●詰め替え用の商品を利用しよう！
●ごみを正しく分別しよう！

■ 避難対象地域及び避難場所

第五中学校の生徒が手作りマスクを寄附
　新型コロナウイルスの影響によるマ
スク不足の報道を聞いた戸村リナさん
が、母親と相談してマスクを手作りし、
接骨院や市に寄附をしました。受け取
った患者の方や職員は皆喜び、他人を思
いやる気持ちや行動に感激しました。
　学校に寄せられた感謝のお手紙がき
っかけとなり、市長と面会することとな
りました。

▲
経
済
産
業
省

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ほ
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令和２年度の広報にいざに
掲載する広告を募集します。

広告を募集しています

※詳細は二次元コードからホームページ参照

広
報

▶問合せ／シティプロモーション課
　（☎０４８-４２４-９６００）

訪問リハビリマッサージ
さんぽあん

電話：048-211-3215
住所：新座市東2-6-22-201
https://saint-point.info/

お一人での外出が難しい方を
対象に健康保険※での施術を

行っております。
※要保険医同意書

安
全
・
安
心

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

７
月
15
日
㈬
〜
24
日
㈮

お
知
ら
せ

「
国
民
保
護
に
関
す
る
新
座
市

計
画
」を
変
更
し
ま
し
た

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

１
等・前
後
賞
合
わ
せ
て
７
億
円

市
長
選
挙
に
伴
う
各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
の
休
館

７
月
１
日
㈬
か
ら
印
鑑
登
録
証
の

再
交
付
は
手
数
料
が
か
か
り
ま
す

７
月
は
虐
待
ゼ
ロ
推
進
月
間
で
す

市
の
電
子
書
籍
の
ご
利
用
を

生
け
垣
の
設
置
に
助
成
金
を
交
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
ご
協
力
を

節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

打
ち
水
で
夏
を
涼
し
く

浄
化
槽
の
維
持
管
理
を
忘
れ
ず
に

７
月
は
県
営
住
宅
の
募
集
月

く
ら
し
・
環
境

当初から開設する避難場所避難対象地域

スリーアール

　
国
の「
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指

針
」や
、県
の「
国
民
保
護
に
関
す
る
埼
玉

県
計
画
」が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、市

の「
国
民
保
護
に
関
す
る
新
座
市
計
画
」を

変
更
し
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
５
０
２
）

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、市
町
村
の
ま
ち

づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

▼
発
売
期
間
／
７
月
14
日
㈫
〜
８
月
14
日

㈮▼
問
合
せ
／
公
益
財
団
法
人
埼
玉
県
市
町

村
振
興
協
会（
☎
０
４
８‐

８
２
２‐

５
０

０
４
）

　
虐
待
を
発
見
し
た
、虐
待
を
受
け
て
い

る・し
て
し
ま
っ
た
な
ど
の
場
合
は
、「
埼

玉
県
虐
待
通
報
ダ
イ
ヤ
ル
♯
７
１
７
１
」

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い（
Ｉ
Ｐ
電
話
又
は

都
県
境
在
住
の
方
な
ど
は
☎
０
４
８‐

７

６
２‐

７
５
３
３
）。※

詳
細
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
参
照

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）

　
７
月
５
日
㈰
は
、新
座
市
長
選
挙
の
投

票
日
の
た
め
、投
票
所
と
な
る
各
公
民
館・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
休
館

し
ま
す
。※

資
料
の
閲
覧
、検
索
用
パ
ソ

コ
ン
も
使
用
不
可

▼
問
合
せ
／
福
祉
の
里
図
書
館（
☎
０
４

８‐

４
８
１‐

７
０
７
０
）

　
印
鑑
登
録
の
再
登
録
、印
鑑
登
録
証
の

紛
失
や
改
印
な
ど
で
再
交
付
を
申
請
す
る

際
に
は
、今
後
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

▼
手
数
料
／
１
件
に
つ
き
２
０
０
円

▼
問
合
せ
／
市
民
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４

‐

２
６
７
７
）

　
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、貴
重
な

資
料
な
ど
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
に
い
ざ
の
民
話
」、「
新
座
市
史
」、「
新

座
の
石
仏
」な
ど
、無
料
で
利
用
で
き
る

電
子
書
籍
が
あ
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
中
央
図
書
館（
☎
０
４
８‐

４

８
１‐
１
１
１
５
）

　
市
内
の
住
宅
又
は
事
業
所
の
塀
を
登
録

業
者
に
依
頼
し
て
生
け
垣
に
す
る
方
に
、

工
事
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。※

工
事

着
手
前
に
要
申
請

▼
問
合
せ
／
み
ど
り
と
公
園
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

２
９
８
７
）

▼
節
電
の
例
／
○
エ
ア
コ
ン
は
室
温
28
度

を
目
安
に
設
定
す
る
、○「
す
だ
れ
」な
ど

で
日
差
し
を
緩
和
す
る
、○
冷
蔵
庫
の
温

度
設
定
を「
強
」か
ら「
中
」に
変
え
る
、○

必
要
の
な
い
テ
レ
ビ
や
照
明
は
消
す
、○

使
用
し
て
い
な
い
電
気
製
品
の
主
電
源
は

切
る
な
ど

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
地
面
に
水
を
ま
く
こ
と
に
よ
り
、蒸
発

効
果
で
地
表
面
の
温
度
を
下
げ
、気
温
の

低
下
を
促
し
ま
す
。
ま
た
、下
が
っ
た
温

度
以
上
に
涼
し
く
感
じ
る
体
感
温
度
の
低

下
の
効
果
も
あ
り
ま
す
。

▼
や
り
方
／
○
お
風
呂
の
残
り
湯
な
ど
を

使
用
す
る
、○
地
面
だ
け
で
な
く
、屋
上

や
ベ
ラ
ン
ダ
、建
物
の
壁
な
ど
へ
も
効
果

あ
り
、○
歩
行
者
な
ど
、周
囲
に
注
意
し

て
行
う

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
８
１

‐

６
７
６
９
）

　
浄
化
槽
の
所
有
者
に
は
、定
期
的
な
維

持
管
理
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

▼
管
理
依
頼
先
／
〇
保
守
点
検
＝
県
に
登

録
し
て
い
る
事
業
者
、〇
清
掃
＝
朝
霞
地

区
一
部
事
務
組
合
の
許
可
事
業
者
、〇
法

定
検
査
＝
県
の
指
定
検
査
機
関

▼
問
合
せ
／
環
境
課（
☎
０
４
８‐

４
７
７

‐

１
５
４
７
）

　
水
道
使
用
量
を
計
量
す
る
水
道
メ
ー
タ

ー
は
、定
期
的
な
交
換
が
法
令
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
無
償
で
交
換
を
行

っ
て
お
り
、市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
が
交
換
に
伺
い
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
地
区
／
栄
一
〜
五
丁
目
、池
田
一

〜
五
丁
目
、新
塚

▼
交
換
時
期
／
７
月
10
日
㈮
〜
８
月
５
日

㈬※

４
月
１
日
以
降
に
新
た
に
メ
ー
タ
ー

を
設
置
し
た
も
の
は
対
象
外

▼
問
合
せ
／
水
道
施
設
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

５
７
９
８
）

▼
募
集
案
内
配
布
期
間
／
７
月
１
日
㈬
〜

21
日
㈫

▼
配
布
場
所
／
ま
ち
づ
く
り
計
画
課
、各

出
張
所
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ
ら
ざ
、ふ
る

さ
と
新
座
館

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
埼
玉
県
住
宅
供

給
公
社（
☎
０
４
８‐

８
２
９‐

２
８
７
５
）

▼
市
重
点
目
標
／
○
自
転
車・歩
行
者
の

交
通
事
故
防
止（
特
に
、改
正
道
路
交
通

法
の
周
知
と
自
転
車
保
険
の
加
入
促
進
）

▼
県
重
点
目
標
／
○
子
ど
も
と
高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
、○
二
輪
車・自
転
車
の
交

通
事
故
防
止
、○
飲
酒
運
転
の
根
絶

▼
問
合
せ
／
交
通
防
犯
課
内
新
座
市
交
通

安
全
推
進
協
議
会
事
務
局（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

２
４
８
４
）

　
令
和
２
年
５
月
、県
が
柳
瀬
川

の
洪
水
浸
水
想
定
区
域
を
改
定
す

る
と
と
も
に
、黒
目
川
の
水
害
リ

ス
ク
情
報
図
を
公
表
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、国
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
の
避
難
判
断
を
支
援

す
る
た
め
、避
難
行
動
判
定
フ
ロ

ー
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、併

せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

対
象
地
域
は
更
新
さ
れ
ま
す
。
詳

細
や
最
新
の
情
報
は
、県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
想
定
最
大
規
模
降
雨
に

よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
等
に
つ

い
て
」及
び
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
避
難
行
動
判
定
フ
ロ
ー
」を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
危
機
管
理
課（
☎
０

４
８‐

４
７
７‐

２
５
０
２
）

洪
水
浸
水

想
定
区
域
の
改
定

柳瀬川
流域

黒目川
流域

土砂災害
警戒区域

市民総合体育館、跡見学園女子大学、立教
新座中学・高校、立教大学、東北・新開・大和
田・東野小学校、第二中学校

市民会館、市民総合体育館、畑中公民館、陣
屋・池田・片山・石神・西堀・野寺・栗原小学校、
新座・第五・第六中学校

市民総合体育館、跡見学園女子大学、栗原・
畑中公民館、新開・池田・片山・石神小学校、
第六中学校

中野二丁目、大和田五丁目、栄一丁目、池田
一・三丁目、堀ノ内一・二丁目、片山二丁目、石
神四丁目、栗原三丁目、畑中一丁目、馬場一・
二丁目の土砂災害警戒区域（現行の新座市
洪水・土砂災害ハザードマップ参照）

馬場三丁目、石神三丁目、野寺一丁目の全域
畑中二・三丁目、馬場一・二・四丁目、堀ノ内
一・二丁目、道場一・二丁目、石神二・四丁目、
野寺二丁目、栗原一丁目の一部地域

新座二・三丁目、大和田三・四丁目の全域
中野一・二丁目、新座一丁目、大和田一・五丁
目の一部地域

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
、非
常
に
便
利
な
素

材
で
す
。
成
形
し
や
す
く
、軽
く
て
丈
夫

で
安
価
な
た
め
、あ
ら
ゆ
る
分
野
で
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
材
質
で
す
。
一

方
で
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
増
加
、川

や
海
へ
の
流
出
に
よ
る
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
問
題
、焼
却
に
よ
る
地
球
温
暖
化

な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
過
剰
な
使
用
を
抑
制
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、国
で
は

令
和
２
年
７
月
１
日
㈬
か
ら
、全
国
で
レ

ジ
袋
を
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
全
体
で
、年
間
３
０
５
億
枚
の
レ

ジ
袋
を
使
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、一
人
当

た
り
約
３
０
０
枚
使
用
し
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
３
０
５
億
枚
の
レ
ジ
袋
は
、資
源
採
取

か
ら
最
終
処
分
ま
で
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
全
て
を
レ
ジ
袋
の
原
料
の
原
油
に
換
算

す
る
と
、約
42
万
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
に
な
り

ま
す
。
こ
の
量
は
、25
ｍ
プ
ー
ル
約
１
千

２
０
０
杯
分
に
相
当
し
ま
す
。

　
安
易
な
レ
ジ
袋
の
利
用
に
よ
り
、ご
み

が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、た
く
さ
ん
の
資

源
を
無
駄
に
し
て
い
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す
。

　
レ
ジ
袋
の
有

料
化
は
、そ
れ

が
本
当
に
必
要

か
を
考
え
、私

た
ち
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
見

直
す
こ
と
で
、

使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
削
減
し

て
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
普
段
、何
気
な
く
使
っ
て
い
る
レ
ジ
袋

で
す
が
、そ
の
袋
が
本
当
に
必
要
か
皆
さ

ん
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

でかけるときは
エコバッグを持って！

７
月
１
日
㈬
か
ら

レ
ジ
袋
有
料
化
が

　
レ
ジ
袋
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

多
く
は
、川
を
通
じ
て
最
終
的
に
海
を
汚

し
て
い
ま
す
。下
水
道
管（
雨
水
管
）、水
路
、

市
内
を
流
れ
る
黒
目
川
や
柳
瀬
川
か
ら
も

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
流
れ
込
ん
で
い
ま

す
。

　
海
へ
流
れ
込
ん
だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
影
響
に
よ
り
、魚
類
、海
鳥
、ア
ザ
ラ
シ

な
ど
の
海
洋
哺
乳
類
、ウ
ミ
ガ
メ
を
含
む

少
な
く
と
も
約
７
０
０
種
も
の
生
物
が
傷

つ
け
ら
れ
た
り
死
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

レ
ジ
袋
を
餌
と
間
違
え
て
食
べ
て
し
ま
う

こ
と
が
原
因
の
一
つ
で
す
。

川
か
ら
海
へ

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
本
来
自
然
界
に
存
在

し
な
い
物
質
で
す
が
、小
さ
く
砕
け
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
）が
、食
を
通
じ
て
人
体
に
も
取
り

込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

人
体
へ

海
の
生
物
へ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

海洋プラスチックごみ問題

環境課（☎０４８-４７７-1547）問合せ

ス
タ
ー
ト

使い捨てプラスチックごみ
を減らそう！

3 で
　新座市の資源プラスチック排出量は増加
傾向にあります（平成２９年度１,２９６トン、
平成３０年度１,３２０トン）。

educe（リデュース）
減らす

繰り返し使う

R
R

R

　平成３０年度の資源プラスチック排出量
のうち、約３割はシャンプーボトルなどの
ボトル系プラスチックです。　新座市で回収したペットボトル・プラス

チックごみは、志木地区衛生組合（新座・志
木・富士見市で構成）に集めて資源プラス
チックを選別し、再資源化しています。

euse（リユース）

再生して使う
ecycle（リサイクル）R
富士見環境センター

わたしたちにできること

消
費
者
＝
☎
０
５
７
０‐

０
８
０
１
８
０

事
業
者
＝
☎
０
５
７
０‐

０
０
０
９
３
０

レ
ジ
袋
有
料
化
に
対
す
る
問
合
せ

（
経
済
産
業
省
）

●エコバッグ持参で、レジ袋削減！

●詰め替え用の商品を利用しよう！
●ごみを正しく分別しよう！

■ 避難対象地域及び避難場所

第五中学校の生徒が手作りマスクを寄附
　新型コロナウイルスの影響によるマ
スク不足の報道を聞いた戸村リナさん
が、母親と相談してマスクを手作りし、
接骨院や市に寄附をしました。受け取
った患者の方や職員は皆喜び、他人を思
いやる気持ちや行動に感激しました。
　学校に寄せられた感謝のお手紙がき
っかけとなり、市長と面会することとな
りました。

▲
経
済
産
業
省

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ほ
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健

　
　康

子
ど
も
・
教
育

高 

齢 

者

し
ご
と
・
就
職

会
計
年
度
任
用
職
員

（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）募
集

子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業

サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

第
２
次
新
座
市
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知

（
今
年
度
分
）を
７
月
中
旬
に
送
付

令
和
２
年
度
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

保
険
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除・納
付
猶
予
制
度

個
別
が
ん
検
診・個
別
特
定
健
診

の
ご
利
用
を

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員

①
保
育
士・②
看
護
師・

③
早
延
長
保
育
員
募
集

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

蚊
に
よ
る
感
染
症
の
予
防
対
策

「
不
育
症
」を
ご
存
じ
で
す
か

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

献
血

■ 医療給付費分■ 後期高齢者支援金等分
改定前 改定後

所得割
均等割額
課税限度額

1.52%

11,000円

19万円

（変更なし）

（変更なし）

（変更なし）

改定前 改定後
所得割
均等割額
資産割
平等割額
課税限度額

7.36%

11,000円

25.00%

9,000円

57万円

7.00%

15,000円

20.00%

7,000円

61万円所得割
均等割額
課税限度額

1.46%

12,000円

14万円

（変更なし）

（変更なし）

16万円

■ 介護納付金分

内　容開催日
事業の役割、昨今の子育て事情、
産後うつなどの対応

発達別の児童心理、発達障害、
保育用品の使い方・遊び方など

病児の観察、預かりの注意点、
感染予防など
心肺蘇生法・誤飲、異物除去法実習、
安全に預かるための環境

20日㈪

22日㈬

28日㈫

30日㈭

７
月

時間：午前９時３０分～午後４時３０分（昼休憩あり）
場所：市役所第二庁舎5階 会議室3

寄附ありがとうございます

市税などの納期

　
令
和
２
年
度
の
保
険
税
率
及
び
課
税
限

度
額
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
７
月
中
旬
に
送
付
す
る
納
税
通
知
書
で

個
別
の
保
険
税
額
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
６
７
）

　
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、７
月

31
日
㈮
で
す
。
新
た
な
保
険
証
は
、７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、現
在

別
々
に
交
付
し
て
い
る
保
険
証
と
高
齢
受

給
者
証
が
一
体
化
さ
れ
、負
担
割
合
を
記

載
し
た
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、健
康
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
、生
活
保

　
８
月
か
ら
、緊
急
時
に
会
員
同
士
で
援

助
活
動
を
行
う
子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、急
を

要
す
る
時
、病
気
の
時
、宿
泊
が
必
要
な

時
な
ど
に
、小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
は
援

助
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
育
て
中
や
仕
事
を
し
て
い
る
方
も
、空

き
時
間
で
援
助
で
き
ま
す
。

　
な
お
、援
助
を
希
望
す
る
利
用
会
員
登

録
は
、広
報
に
い
ざ
８
月
号
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
登
録
条
件
／
講
習
会（
左
表
参
照
）へ
の

参
加※

要
事
前
申
込
み

▼
報
酬
／
１
時
間
１
千
円
〜
１
千
２
０
０

円
、１
泊
１
万
円

▼
申
込
み
／
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼

玉（
☎
０
４
８‐

２
９
７‐

２
９
０
３
）

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
８
）

　
第
２
次
新
座
市
子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
計
画（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、「
子

ど
も
が 

親
が 

地
域
が
育
つ 

子
育
て
応
援

都
市
に
い
ざ
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
、子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。※

計
画
書
は
、こ
ど
も
支
援
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ

ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

さ
い（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、施
設
に
よ
っ
て
閲
覧
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
８
）

　
納
入
方
法
は
、年
金
か
ら
天
引
き
で
納

め
る「
特
別
徴
収
」と
、口
座
振
替
又
は
納

付
書
で
納
め
る「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、令
和
元
年
中

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
を
賦
課
し
ま
す
。

▼
均
等
割
額
／
４
万
１
千
７
０
０
円

▼
所
得
割
率
／
７・96
％

▼
賦
課
限
度
額
／
64
万
円

※

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
㈮
で
す
。
７
月
中
に
新
た
な
被

保
険
者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
被
保
険
者
証
記
載
の
一
部
負
担
金
の

割
合
は
毎
年
８
月
１
日
を
基
準
に
判
定

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
０
）

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
納
入
方
法

は
、年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
る「
特
別

徴
収
」と
、口
座
振
替
又
は
納
付
書
で
納

め
る「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、介
護
保
険
制
度
を
運
営
す

る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
特
別
徴
収
／
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
方（
年
金
の
支
給
月
に
合
わ
せ

て
６
回
で
納
付
）

▼
普
通
徴
収
／
７
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
付

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
９
）

▼
入
居
開
始
時
期
／
９
月
１
日
㈫
か
ら

▼
入
居
決
定
時
期
／
８
月
中
旬

▼
場
所
／
西
堀
１‐

５‐

36

▼
募
集
戸
数
／
２
戸（
単
身
世
帯
用
）

▼
家
賃
／
月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応

じ
減
額
あ
り
）

▼
入
居
者
資
格
／
次
の
全
て
を
満
た
す
方

＝
〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、〇
現

在
居
住
し
て
い
る
民
間
の
賃
貸
住
宅
が
、

建
て
替
え
な
ど
で
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

て
い
る
、〇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
所
が
あ
る
、〇
自
立
し
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
８
月
７
日
㈮
ま

で
に
、必
要
書
類
を
直
接
長
寿
は
つ
ら
つ

課 （
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）へ

※

郵
送
又
は
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
不

可
。
申
請
書
の
請
求
は
代
理
人
で
も
可

▼
任
用
期
間
／
８
月
１
日
㈯
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
㈬
ま
で

▼
勤
務
時
間
／
週
５
日（
１
日
６
時
間
）※

健
康
保
険
な
ど
へ
の
加
入
あ
り

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小・中
学
校

▼
受
験
資
格
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に

理
解
の
あ
る
方（
教
員
免
許
不
要
）

▼
業
務
内
容
／
特
別
な
教
育
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
の
支
援
及
び
安
全
面
の
確
保

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
窓
口
又
は
郵
送
で
、市
役
所

内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

７
２
０
４
）へ

▼
勤
務
時
間
／
①・②
月
曜
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、土

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

（
土
曜
日
は
年
４
回
程
度
）、③
月
曜
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の

う
ち
朝・夕
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
程
度
、土

曜
日
の
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち
６

時
間
以
内

▼
受
験
資
格
／
①
保
育
士
資
格
、②
看
護

師
資
格
、③
特
に
な
し（
保
育
士
資
格
が
あ

れ
ば
な
お
可
）

▼
業
務
内
容
／
①
保
育
業
務
、②
保
健・保

育
補
助
業
務
、③
早
朝
及
び
延
長
保
育
時

間
帯
の
保
育
補
助
業
務※

報
酬
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書（
①・②

は
資
格
証
の
写
し
も
）を
保
育
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

６
３
４
４
）へ

護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
の
全
て
の
方
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
又
は
退
職
し
た
と
き
な

ど
に
は
、世
帯
主
の
方
が
14
日
以
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
３‐

３
８
０
９
）

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、所

得
が
基
準
よ
り
も
少
な
く
、保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除・猶
予
さ
れ
ま

す（
原
則
毎
年
申
請
）。
過
去
の
期
間
は
、

最
長
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
ま
す
。

■
免
除
制
度
＝
本
人・配
偶
者・世
帯
主
の

前
年
所
得
を
審
査※

免
除
額
は
、全
額
、

４
分
の
３
、半
額
又
は
４
分
の
１

■
猶
予
制
度
＝
50
歳
未
満
の
方
で
、本
人・

配
偶
者
の
前
年
所
得
を
審
査

※

天
災
や
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
減
少

し
た
場
合
も
対
象
。
申
請
に
は
要
証
明
書

類（
失
業
の
場
合
、雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
の
写
し
な
ど
）

▼
承
認
期
間
／
７
月
分
〜
令
和
３
年
６
月

分▼
年
金
額
／
免
除・猶
予
期
間
は
、年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、年
金
額
の
計
算

時
に
は
、免
除・猶
予
し
た
分
は
減
額
さ

れ
ま
す

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
１
２
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎

０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
場
合（
短

期
入
所
含
む
）、一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
方
に
は
、食
費・居
住
費（
滞
在
費
）が

減
額
さ
れ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
、申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

　
８
月
か
ら
新
た
な
認
定（
８
月
１
日
㈯

〜
令
和
３
年
７
月
31
日
㈯
有
効
）を
受
け

る
に
は
、現
在
交
付
中
の
方
も
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
現
在
交
付
中
の
方
に
は
６

月
上
旬
に
更
新
の
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
条
件
や
添
付
書
類
な
ど
、詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

６
８
９
２
）

　
熱
中
症
は
、暑
さ
に
よ
り
、め
ま
い
、疲

労
感
、頭
痛
、嘔
吐
、意
識
障
が
い
を
引
き

起
こ
す
病
気
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
は
、体
温
調
節
機
能
が
弱

ま
る
た
め
、室
内
で
も
熱
中
症
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
体
温
調
節

機
能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。
短
時
間
で
も
車
内
に

子
ど
も
だ
け
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、感
染
症
予
防
と
し
て
有
効
な
マ

ス
ク
も
、高
温
多
湿
の
環
境
下
で
は
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
屋
外
で
周

囲
の
人
と
の
距
離
を
２
ｍ
以
上
確
保
で
き

る
場
合
は
マ
ス
ク
を
一
時
的
に
外
し
、休

息
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

〇
こ
ま
め
な
水
分・塩
分
補
給
、〇
日
除
け
、

〇
上
手
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
、〇
規
則
正

し
い
生
活

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
蚊
が
多
く
い
る
場
所
で
は
、肌
の
露
出

を
控
え
、虫
除
け
剤
を
使
用
す
る
な
ど
の

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、蚊
は
小
さ

な
水
た
ま
り
で
発
生
し
ま
す
。
自
宅
の
周

囲
の
水
た
ま
り
を
な
く
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
Ｂ
型・Ｃ
型
肝
炎
は
、血
液
を
介
し
て

感
染
し
、肝
臓
の
細
胞
を
壊
す
こ
と
で
働

き
を
悪
く
さ
せ
る
病
気
で
す
。
肝
が
ん
の

発
症
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
早
期
発
見・

治
療
の
た
め
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
／
７
月
１
日
㈬
〜
12
月
31
日

㈭▼
場
所
／
指
定
医
療
機
関（
保
健
セ
ン
タ

ー
健
康
応
援
ガ
イ
ド
な
ど
を
参
照
）

▼
対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、〇
今

年
度
満
40
歳
と
な
る
方
、〇
41
歳
以
上
で
、

一
度
も
同
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

▼
自
己
負
担
額
／
無
料（
公
費
負
担
は
１

回
ま
で
、２
回
目
以
降
は
対
象
外
）

▼
申
込
み
／
窓
口
又
は
電
話
で
、各
医
療

機
関
へ

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
ヒ
ブ
、麻
し
ん
風
し
ん
、日
本
脳
炎
な

ど
の
病
気
は
、命
や
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、根
本
的
な
治
療
法
が
な
い
も

の
や
後
遺
症
が
残
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
て
い
ま
す
が
、定
期
予
防
接
種
を
受
け

な
い
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
定
期

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
令
和
２
年
度
の
集
団
検
診・総
合
健
診

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
し
ま
す
。

　
個
別
が
ん
検
診
は
指
定
医
療
機
関
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
個
別
特
定
健
診（
市
国

保
加
入
者
）は
７
月
１
日
㈬
か
ら
指
定
医

療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。
直
接
、医
療
機

関
に
予
約
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
〇
が
ん
検
診
＝
保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）、〇

特
定
健
診
＝
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）

▼
日
時
／
７
月
28
日
㈫
、午
前
10
時
〜
11

時
45
分
と
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
／
市
役
所

▼
主
催
／
新
座
市
献
血
推
進
協
議
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
不
育
症
と
は
、妊
娠
し
て
も
流
産
や
死

産
な
ど
を
繰
り
返
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

原
因
は
様
々
で
す
が
、専
門
医
に
よ
る
正

し
い
検
査
と
治
療
に
よ
り
、80
％
以
上
の

方
が
出
産
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

6,000円

11,400円

6,000円

6,000円

6,000円

11,400円

24

50

24

24

24

50

1

2

2

2

10

1

石神

新畑中

中原

馬場

石神一丁目１３６２－１外

畑中一丁目５６１７外

野火止二丁目１２７９－１外

馬場四丁目４２７２

料 金所在地農園名 募集区画面積（㎡）

レ
ジ
ャ
ー
農
園
の

　
　
　
　利
用
者
募
集

▼
利
用
期
間
／
８
月
１
日
㈯
〜
令

和
３
年
３
月
31
日
㈬

▼
区
画
／
１
世
帯
１
区
画※

複
数

応
募
は
無
効

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方（
既
に

レ
ジ
ャ
ー
農
園
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
を
除
く
）

▼
利
用
料
金
／
利
用
期
間
に
準
じ

た
金
額※

下
表
参
照

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
は
が
き

又
は
電
話
で
、経
済
振
興
課（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
５
）へ〈
随
時

受
付
〉

※

初
回
の
申
込
み
に
は
、申
込
者

本
人
の
住
民
票
の
写
し
１
通（
本

籍・続
柄
省
略
）が
必
要
。
応
募
前

に
希
望
農
園
の
所
在
地
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い

■ 講習会日程

固定・都市計画税 2期
国民健康保険税 1期
介護保険料 1期
後期高齢者医療保険料 1期

納期：7月31日㈮

▶トリニティ株式会社から市へ、
マスク1万枚（6万円相当）

▶カーポリッシュオーソリティ（横
山宗一朗氏）から市へ、除菌ス
プレー 50本（5万円相当）

▶朝日新聞新座片山支店から市へ、
1,500枚（9万円相当）
▶健一株式会社から市へ、2,000
枚（12万円相当）
▶株式会社ココ・エステートから市
へ、2,000枚（12万円相当）
▶株式会社古田設計から市へ、
4,000枚（24万円相当）
▶東上ガス株式会社から市へ、
1,450枚（8万7,000円相当）

▶株式会社新興商事から市へ、
防護服250枚（14万円相当）

▶髙𣘺正一さんから新座グリーン
スマイル基金へ、100万円

▶新座市商工会から市へ、マスク
3,000枚（18万円相当）

マスクの寄付

■ レジャー農園概要

夏祭り中止のお知らせ

○新座快適みらい都市大江
戸新座祭り
○大和田氷川神社夏祭り
　はだか神輿・大和田囃子
○柳瀬川ふれあい祭り

　例年開催していた以下の夏
祭りは、新型コロナウイルスの
影響により中止となりました。

み こ し ば や し
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健

　
　康

子
ど
も
・
教
育

高 

齢 

者

し
ご
と
・
就
職

会
計
年
度
任
用
職
員

（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）募
集

子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業

サ
ポ
ー
ト
会
員
募
集

第
２
次
新
座
市
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
入
通
知

（
今
年
度
分
）を
７
月
中
旬
に
送
付

令
和
２
年
度
介
護
保
険
料
の

納
入
通
知
書
を
７
月
中
旬
に
送
付

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更
新

保
険
・
年
金

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除・納
付
猶
予
制
度

個
別
が
ん
検
診・個
別
特
定
健
診

の
ご
利
用
を

公
立
保
育
園
会
計
年
度
任
用
職
員

①
保
育
士・②
看
護
師・

③
早
延
長
保
育
員
募
集

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
申
請

国
民
健
康
保
険
税
を
改
定

熱
中
症
に
ご
注
意
を
！

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

定
期
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

蚊
に
よ
る
感
染
症
の
予
防
対
策

「
不
育
症
」を
ご
存
じ
で
す
か

高
齢
者
住
宅「
長
寿
荘
」入
居
者
募
集

献
血

■ 医療給付費分■ 後期高齢者支援金等分
改定前 改定後

所得割
均等割額
課税限度額

1.52%

11,000円

19万円

（変更なし）

（変更なし）

（変更なし）

改定前 改定後
所得割
均等割額
資産割
平等割額
課税限度額

7.36%

11,000円

25.00%

9,000円

57万円

7.00%

15,000円

20.00%

7,000円

61万円所得割
均等割額
課税限度額

1.46%

12,000円

14万円

（変更なし）

（変更なし）

16万円

■ 介護納付金分

内　容開催日
事業の役割、昨今の子育て事情、
産後うつなどの対応

発達別の児童心理、発達障害、
保育用品の使い方・遊び方など

病児の観察、預かりの注意点、
感染予防など
心肺蘇生法・誤飲、異物除去法実習、
安全に預かるための環境

20日㈪

22日㈬

28日㈫

30日㈭

７
月

時間：午前９時３０分～午後４時３０分（昼休憩あり）
場所：市役所第二庁舎5階 会議室3

寄附ありがとうございます

市税などの納期

　
令
和
２
年
度
の
保
険
税
率
及
び
課
税
限

度
額
を
改
定
し
ま
し
た
。

　
７
月
中
旬
に
送
付
す
る
納
税
通
知
書
で

個
別
の
保
険
税
額
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
６
７
）

　
現
在
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、７
月

31
日
㈮
で
す
。
新
た
な
保
険
証
は
、７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、現
在

別
々
に
交
付
し
て
い
る
保
険
証
と
高
齢
受

給
者
証
が
一
体
化
さ
れ
、負
担
割
合
を
記

載
し
た
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
制
度
は
、健
康
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
、生
活
保

　
８
月
か
ら
、緊
急
時
に
会
員
同
士
で
援

助
活
動
を
行
う
子
育
て
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、急
を

要
す
る
時
、病
気
の
時
、宿
泊
が
必
要
な

時
な
ど
に
、小
学
生
ま
で
の
子
ど
も
の
預

か
り
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。
今
回
は
援

助
を
行
う
サ
ポ
ー
ト
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

子
育
て
中
や
仕
事
を
し
て
い
る
方
も
、空

き
時
間
で
援
助
で
き
ま
す
。

　
な
お
、援
助
を
希
望
す
る
利
用
会
員
登

録
は
、広
報
に
い
ざ
８
月
号
及
び
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案
内
し
ま
す
。

▼
登
録
条
件
／
講
習
会（
左
表
参
照
）へ
の

参
加※

要
事
前
申
込
み

▼
報
酬
／
１
時
間
１
千
円
〜
１
千
２
０
０

円
、１
泊
１
万
円

▼
申
込
み
／
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼

玉（
☎
０
４
８‐

２
９
７‐

２
９
０
３
）

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
８
）

　
第
２
次
新
座
市
子
ど
も・子
育
て
支
援

事
業
計
画（
令
和
２
年
度
〜
令
和
６
年
度
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、「
子

ど
も
が 

親
が 

地
域
が
育
つ 

子
育
て
応
援

都
市
に
い
ざ
」を
基
本
理
念
に
掲
げ
、子

育
て
し
や
す
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
も

の
で
す
。※

計
画
書
は
、こ
ど
も
支
援
課
、

市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、に
い
ざ
ほ
っ
と
ぷ

ら
ざ
、各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ

さ
い（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、施
設
に
よ
っ
て
閲
覧
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▼
問
合
せ
／
こ
ど
も
支
援
課（
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
８
）

　
納
入
方
法
は
、年
金
か
ら
天
引
き
で
納

め
る「
特
別
徴
収
」と
、口
座
振
替
又
は
納

付
書
で
納
め
る「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、被
保
険
者
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る「
均
等
割
額
」と
、令
和
元
年
中

の
所
得
に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得
割
額
」

の
合
計
額
を
賦
課
し
ま
す
。

▼
均
等
割
額
／
４
万
１
千
７
０
０
円

▼
所
得
割
率
／
７・96
％

▼
賦
課
限
度
額
／
64
万
円

※

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効
期
限
は
、

７
月
31
日
㈮
で
す
。
７
月
中
に
新
た
な
被

保
険
者
証
を
簡
易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま

す
。
被
保
険
者
証
記
載
の
一
部
負
担
金
の

割
合
は
毎
年
８
月
１
日
を
基
準
に
判
定

▼
問
合
せ
／
長
寿
は
つ
ら
つ
課（
☎
０
４

８‐

４
２
４‐

９
６
１
０
）

　
65
歳
以
上
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方
に

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
納
入
方
法

は
、年
金
か
ら
天
引
き
で
納
め
る「
特
別

徴
収
」と
、口
座
振
替
又
は
納
付
書
で
納

め
る「
普
通
徴
収
」が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
は
、介
護
保
険
制
度
を
運
営
す

る
た
め
の
大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
付
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
特
別
徴
収
／
年
金
受
給
額
が
年
額
18
万

円
以
上
の
方（
年
金
の
支
給
月
に
合
わ
せ

て
６
回
で
納
付
）

▼
普
通
徴
収
／
７
月
か
ら
令
和
３
年
２
月

ま
で
の
８
回
で
納
付

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
０
９
）

▼
入
居
開
始
時
期
／
９
月
１
日
㈫
か
ら

▼
入
居
決
定
時
期
／
８
月
中
旬

▼
場
所
／
西
堀
１‐

５‐

36

▼
募
集
戸
数
／
２
戸（
単
身
世
帯
用
）

▼
家
賃
／
月
額
６
万
５
千
円（
収
入
に
応

じ
減
額
あ
り
）

▼
入
居
者
資
格
／
次
の
全
て
を
満
た
す
方

＝
〇
65
歳
以
上
で
ひ
と
り
暮
ら
し
、〇
現

在
居
住
し
て
い
る
民
間
の
賃
貸
住
宅
が
、

建
て
替
え
な
ど
で
立
ち
退
き
を
要
求
さ
れ

て
い
る
、〇
市
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
所
が
あ
る
、〇
自
立
し
て
日
常
生
活
を

営
む
こ
と
が
で
き
る

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
８
月
７
日
㈮
ま

で
に
、必
要
書
類
を
直
接
長
寿
は
つ
ら
つ

課 （
☎
０
４
８‐

４
２
４‐

９
６
１
１
）へ

※
郵
送
又
は
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
不

可
。
申
請
書
の
請
求
は
代
理
人
で
も
可

▼
任
用
期
間
／
８
月
１
日
㈯
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
㈬
ま
で

▼
勤
務
時
間
／
週
５
日（
１
日
６
時
間
）※

健
康
保
険
な
ど
へ
の
加
入
あ
り

▼
勤
務
場
所
／
市
内
小・中
学
校

▼
受
験
資
格
／
特
別
支
援
教
育
や
福
祉
に

理
解
の
あ
る
方（
教
員
免
許
不
要
）

▼
業
務
内
容
／
特
別
な
教
育
支
援
を
要
す

る
児
童
生
徒
の
支
援
及
び
安
全
面
の
確
保

▼
時
給
／
９
８
８
円

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書（
顔
写

真
貼
付
）を
窓
口
又
は
郵
送
で
、市
役
所

内
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
７

７‐

７
２
０
４
）へ

▼
勤
務
時
間
／
①・②
月
曜
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
、土

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時
15
分

（
土
曜
日
は
年
４
回
程
度
）、③
月
曜
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の

う
ち
朝・夕
そ
れ
ぞ
れ
２
時
間
程
度
、土

曜
日
の
午
前
７
時
〜
午
後
７
時
の
う
ち
６

時
間
以
内

▼
受
験
資
格
／
①
保
育
士
資
格
、②
看
護

師
資
格
、③
特
に
な
し（
保
育
士
資
格
が
あ

れ
ば
な
お
可
）

▼
業
務
内
容
／
①
保
育
業
務
、②
保
健・保

育
補
助
業
務
、③
早
朝
及
び
延
長
保
育
時

間
帯
の
保
育
補
助
業
務※

報
酬
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
履
歴
書（
①・②

は
資
格
証
の
写
し
も
）を
保
育
課（
☎
０
４

８‐

４
７
７‐

６
３
４
４
）へ

護
を
受
け
て
い
る
方
以
外
の
全
て
の
方
が

加
入
す
る
制
度
で
す
。
会
社
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
と
き
又
は
退
職
し
た
と
き
な

ど
に
は
、世
帯
主
の
方
が
14
日
以
内
に
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
３‐

３
８
０
９
）

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
で
、所

得
が
基
準
よ
り
も
少
な
く
、保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
が
免
除・猶
予
さ
れ
ま

す（
原
則
毎
年
申
請
）。
過
去
の
期
間
は
、

最
長
２
年
１
か
月
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
ま
す
。

■
免
除
制
度
＝
本
人・配
偶
者・世
帯
主
の

前
年
所
得
を
審
査※

免
除
額
は
、全
額
、

４
分
の
３
、半
額
又
は
４
分
の
１

■
猶
予
制
度
＝
50
歳
未
満
の
方
で
、本
人・

配
偶
者
の
前
年
所
得
を
審
査

※

天
災
や
失
業
な
ど
に
よ
り
所
得
が
減
少

し
た
場
合
も
対
象
。
申
請
に
は
要
証
明
書

類（
失
業
の
場
合
、雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
の
写
し
な
ど
）

▼
承
認
期
間
／
７
月
分
〜
令
和
３
年
６
月

分▼
年
金
額
／
免
除・猶
予
期
間
は
、年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資
格
期

間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、年
金
額
の
計
算

時
に
は
、免
除・猶
予
し
た
分
は
減
額
さ

れ
ま
す

▼
問
合
せ
／
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

９
６
１
２
）、川
越
年
金
事
務
所（
☎

０
４
９‐

２
４
２‐

２
６
５
７
）

　
介
護
保
険
施
設
に
入
所
す
る
場
合（
短

期
入
所
含
む
）、一
定
の
条
件
に
該
当
す

る
方
に
は
、食
費・居
住
費（
滞
在
費
）が

減
額
さ
れ
る
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
、申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。

　
８
月
か
ら
新
た
な
認
定（
８
月
１
日
㈯

〜
令
和
３
年
７
月
31
日
㈯
有
効
）を
受
け

る
に
は
、現
在
交
付
中
の
方
も
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
現
在
交
付
中
の
方
に
は
６

月
上
旬
に
更
新
の
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
に
手
続
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
の
条
件
や
添
付
書
類
な
ど
、詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
０
４
８‐

４

７
７‐

６
８
９
２
）

　
熱
中
症
は
、暑
さ
に
よ
り
、め
ま
い
、疲

労
感
、頭
痛
、嘔
吐
、意
識
障
が
い
を
引
き

起
こ
す
病
気
で
す
。

　
高
齢
者
の
方
は
、体
温
調
節
機
能
が
弱

ま
る
た
め
、室
内
で
も
熱
中
症
を
起
こ
す

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
も
体
温
調
節

機
能
が
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、

注
意
が
必
要
で
す
。
短
時
間
で
も
車
内
に

子
ど
も
だ
け
を
残
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、感
染
症
予
防
と
し
て
有
効
な
マ

ス
ク
も
、高
温
多
湿
の
環
境
下
で
は
熱
中

症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
屋
外
で
周

囲
の
人
と
の
距
離
を
２
ｍ
以
上
確
保
で
き

る
場
合
は
マ
ス
ク
を
一
時
的
に
外
し
、休

息
し
ま
し
ょ
う
。

【
熱
中
症
の
予
防
法
】

〇
こ
ま
め
な
水
分・塩
分
補
給
、〇
日
除
け
、

〇
上
手
な
エ
ア
コ
ン
の
使
用
、〇
規
則
正

し
い
生
活

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
蚊
が
多
く
い
る
場
所
で
は
、肌
の
露
出

を
控
え
、虫
除
け
剤
を
使
用
す
る
な
ど
の

対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、蚊
は
小
さ

な
水
た
ま
り
で
発
生
し
ま
す
。
自
宅
の
周

囲
の
水
た
ま
り
を
な
く
す
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
Ｂ
型・Ｃ
型
肝
炎
は
、血
液
を
介
し
て

感
染
し
、肝
臓
の
細
胞
を
壊
す
こ
と
で
働

き
を
悪
く
さ
せ
る
病
気
で
す
。
肝
が
ん
の

発
症
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
早
期
発
見・

治
療
の
た
め
、ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
実
施
期
間
／
７
月
１
日
㈬
〜
12
月
31
日

㈭▼
場
所
／
指
定
医
療
機
関（
保
健
セ
ン
タ

ー
健
康
応
援
ガ
イ
ド
な
ど
を
参
照
）

▼
対
象
／
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、〇
今

年
度
満
40
歳
と
な
る
方
、〇
41
歳
以
上
で
、

一
度
も
同
検
診
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

▼
自
己
負
担
額
／
無
料（
公
費
負
担
は
１

回
ま
で
、２
回
目
以
降
は
対
象
外
）

▼
申
込
み
／
窓
口
又
は
電
話
で
、各
医
療

機
関
へ

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
ヒ
ブ
、麻
し
ん
風
し
ん
、日
本
脳
炎
な

ど
の
病
気
は
、命
や
健
康
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
、根
本
的
な
治
療
法
が
な
い
も

の
や
後
遺
症
が
残
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行

し
て
い
ま
す
が
、定
期
予
防
接
種
を
受
け

な
い
リ
ス
ク
の
方
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
定
期

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
令
和
２
年
度
の
集
団
検
診・総
合
健
診

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、中
止
し
ま
す
。

　
個
別
が
ん
検
診
は
指
定
医
療
機
関
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
個
別
特
定
健
診（
市
国

保
加
入
者
）は
７
月
１
日
㈬
か
ら
指
定
医

療
機
関
で
実
施
し
ま
す
。
直
接
、医
療
機

関
に
予
約
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
／
〇
が
ん
検
診
＝
保
健
セ
ン
タ

ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）、〇

特
定
健
診
＝
国
保
年
金
課（
☎
０
４
８‐

４

２
４‐

４
８
５
３
）

▼
日
時
／
７
月
28
日
㈫
、午
前
10
時
〜
11

時
45
分
と
午
後
１
時
〜
４
時

▼
場
所
／
市
役
所

▼
主
催
／
新
座
市
献
血
推
進
協
議
会

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

　
不
育
症
と
は
、妊
娠
し
て
も
流
産
や
死

産
な
ど
を
繰
り
返
す
状
態
を
い
い
ま
す
。

原
因
は
様
々
で
す
が
、専
門
医
に
よ
る
正

し
い
検
査
と
治
療
に
よ
り
、80
％
以
上
の

方
が
出
産
で
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

２
２
１
１
）

6,000円

11,400円

6,000円

6,000円

6,000円

11,400円

24

50

24

24

24

50

1

2

2

2

10

1

石神

新畑中

中原

馬場

石神一丁目１３６２－１外

畑中一丁目５６１７外

野火止二丁目１２７９－１外

馬場四丁目４２７２

料 金所在地農園名 募集区画面積（㎡）

レ
ジ
ャ
ー
農
園
の

　
　
　
　利
用
者
募
集

▼
利
用
期
間
／
８
月
１
日
㈯
〜
令

和
３
年
３
月
31
日
㈬

▼
区
画
／
１
世
帯
１
区
画※

複
数

応
募
は
無
効

▼
対
象
／
市
内
在
住
の
方（
既
に

レ
ジ
ャ
ー
農
園
を
利
用
し
て
い
る

世
帯
を
除
く
）

▼
利
用
料
金
／
利
用
期
間
に
準
じ

た
金
額※

下
表
参
照

▼
申
込
み
及
び
問
合
せ
／
は
が
き

又
は
電
話
で
、経
済
振
興
課（
☎
０

４
８‐

４
２
４‐

９
６
０
５
）へ〈
随
時

受
付
〉

※

初
回
の
申
込
み
に
は
、申
込
者

本
人
の
住
民
票
の
写
し
１
通（
本

籍・続
柄
省
略
）が
必
要
。
応
募
前

に
希
望
農
園
の
所
在
地
を
必
ず
確

認
し
て
く
だ
さ
い

■ 講習会日程

固定・都市計画税 2期
国民健康保険税 1期
介護保険料 1期
後期高齢者医療保険料 1期

納期：7月31日㈮

▶株式会社ココ・エステートから
市へ、マスク2,000枚（12万円
相当）

▶カーポリッシュオーソリティ（横山
宗一朗氏）から市へ、除菌スプレ
ー 50本（24万7,500円相当）

▶朝日新聞新座片山支店から市へ、
1,500枚（9万円相当）
▶健一株式会社から市へ、2,000
枚（12万円相当）
▶トリニティ株式会社から市へ、
　1万枚（60万円相当）
▶株式会社古田設計から市へ、
4,000枚（24万円相当）
▶東上ガス株式会社から市へ、
1,450枚（8万7,000円相当）

▶株式会社新興商事から市へ、
防護服250枚（14万円相当）

▶髙𣘺正一さんから新座グリーン
スマイル基金へ、100万円

▶新座市商工会から市へ、マスク
3,000枚（18万円相当）

マスクの寄付

■ レジャー農園概要

夏祭り中止のお知らせ

○新座快適みらい都市大江
戸新座祭り
○大和田氷川神社夏祭り
　はだか神輿・大和田囃子
○柳瀬川ふれあい祭り

　例年開催していた以下の夏
祭りは、新型コロナウイルスの
影響により中止となりました。

み こ し ば や し
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植木カット・お庭づくり・ガーデニング

造園1級施工管理士
中村　健人

©新座市2010 \見積無料/
植木1本の高さと値段

（１～３ｍ未満）3,000円 （4～5ｍ未満）8,000円
（３～4ｍ未満）6,000円
※伐採（抜根）・除草・植栽等も致します

個人様：１本・１坪からお任せください
法人様：大規模植栽管理・休日対応・福祉施設
不動産管理組合様：植栽管理・コストカット・空き家管理

㈱庭屋中村
〒352-0017
新座市菅沢２－11－11

詳しくは！ （株）庭屋中村

訪問マッサージをご存知ですか
☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
　又は入所施設などへ訪問し施術します。
TEL：080-4163-3888
住所：新座市野火止7‒18‒1‒313

あん摩マッサージ指圧師（国家資格取得）
山田  徹明

●外来　  ●入院  ●透析センター
●地域医療センター ●健診センター

新座市堀ノ内2-9-31
Tel.048-481-5168

火
災
・
病
院
案
内

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

令
和
２
年
度
予
算
の
概
要

消
防
職
員
募
集

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、51
億
１
千

４
６
５
万
５
千
円
で
、前
年
度
当
初
予
算

額
50
億
４
６
３
万
円
に
対
し
て
、１
億
１

千
２
万
５
千
円（
2.2
％
）の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
で
は
、利
用
者
の
生

活
支
援
の
充
実
や
快
適
な
生
活
環
境
の
維

持
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、手
す
り
設
置・

エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
場
で
は
、災
害
か
ら
施
設
を

守
る
た
め
、災
害
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、安
全

で
適
切
な
処
理
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、救
急
自
動
車
や
化
学

消
防
車
を
更
新
整
備
す
る
な
ど
、複
雑
化・

多
様
化
す
る
消
防
、救
急
、救
助
及
び
予

防
業
務
に
、迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

市
民
１
名
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金

１
万
９
４
８
円

※

令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
の
構
成

市
住
民
基
本
台
帳
人
口
46
万
７
千
１

８
８
名
で
算
出

▼
受
験
資
格
／
〇
上
級
＝
平
成
６
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、大
学
を
卒
業
又
は

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
、〇
中
級
＝
平
成
８
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
＝
①
短
期
大
学
を
卒
業
又
は
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
、②
学

校
教
育
法
に
定
め
る
、専
修（
専
門
）学
校・

各
種
学
校（※

）を
卒
業
又
は
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
、〇
初
級
＝

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、高

等
学
校
を
卒
業
又
は
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※

専
修（
専
門
）学
校
＝
修
業
年
限
２
年
以

上
の
専
門
課
程（
年
間
授
業
時
間
数
６
８

０
時
間
以
上
）、各
種
学
校
＝
高
等
学
校

卒
業
を
入
学
条
件
と
す
る
修
業
年
限
２
年

以
上
の
過
程

▼
試
験
案
内
／
７
月
３
日
㈮
か
ら
消
防
本

部
、各
消
防
署・分
署
又
は
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

▼
申
込
み
／
○
郵
送
＝
７
月
27
日
㈪
〜
８

月
５
日
㈬〈
当
日
消
印
有
効
〉、○
持
参
＝

７
月
27
日
㈪
か
ら
８
月
７
日
㈮
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時〈
平
日
の
み
〉

▼
試
験
日
／
○
第
１
次
試
験
＝
９
月
20
日

㈰
、○
第
２
次
試
験
＝
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
総
務
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐
０
１
１
９
）

　「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」は
、音
声
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
画
面
操
作
だ
け
で
、救
急
車
な
ど

を
簡
単
に
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。※

詳

細・登
録
方
法
は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
で
、

音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方

※

利
用
に
は
消
防
本
部
に
申
請
が
必
要

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
、フ
ァ
ッ
ク

ス
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
５
）

　
管
内
の
火
災
発
生
状
況
、休
日・夜
間
な

ど
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関（
管

内・近
隣
含
む
）の
診
療
状
況
を
案
内
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

８
１
８
１
）

の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

※

受
診
時
は
病
院
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
）

　
４
月
１
日
か
ら
、朝
霞
消
防
署
浜
崎
分

署
に
救
急
隊
を
１
隊
増
隊
し
、当
消
防
本

部
の
救
急
隊
は
10
隊
に
な
り
ま
し
た
。
増

隊
に
伴
い
整
備
し
た
救
急
車
は
、防
衛
施

設
周
辺
消
防
施
設
整
備
事
業
補
助
金（
防

衛
省
補
助
）の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
、２
万
９

７
４
件
で
１
日
当
た
り
約
57
件
で
す
。
今

後
も
増
加
が
予
測
さ
れ
る
救
急
需
要
に
対

し
て
適
切
に
対
応
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心・安
全
を
守
る
体
制
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
、救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
救
急
課（
☎
０
４

８‐

４
６
０‐
０
１
２
４
）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て

　
朝
霞・志
木・和
光・新
座
市
の
４

市
で
構
成
さ
れ
、障
害
者
支
援
施
設

「
す
わ
緑
風
園
」、し
尿
処
理
場
及
び

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
の
業
務
を

共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
事
務
局

朝
霞
市
溝
沼
１‐

２‐

27（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

■
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

朝
霞
市
溝
沼
１‐

２‐

27（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
１
９
）

※

各
記
事
の
詳
細
は
、各
組
織
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　夏の暑さが感じられる季節になってまいりました。例年ですとこれから夏休みが
はじまり、海、山のレジャー、そして高校野球の甲子園大会などの夏のスポーツの
時期をむかえますが、今年は新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛要請もあ
り、自宅で過ごす方も多いかもしれません。適度に身体を動かすことは年齢を問わ
ず健康維持、体力維持のために大切です。自宅内でできる体操や、人出の少なく、
あまり暑くない早朝、夕方の時間帯に散歩やジョギングをするのも良いでしょう。
　さて、毎年この時期に話題となるのが熱中症です。熱中症は屋外だけでなく屋内
でも起こります。したがって、これからの季節では、スポーツをする・しないにか
かわらず皆が適切に水分やミネラルを補給しなければなりません。この数年来、猛
暑、酷暑のなかで熱中症が原因で亡くなる方が多くなっており、国民一人ひとりが
熱中症対策を学んでおく必要があります。スポーツをする方、また、スポーツの指
導者におかれましては、熱中症予防のために理解を深めていただきたいと思います。
　では、熱中症とはどのような状態をさすのでしょうか？熱中症とは、熱失神、熱
けいれん、熱疲労、熱射病の４つに分けられます。
　①熱失神　　炎天下にじっと立っていたり、立ち上がったりしたとき、運動後な
どに起こります。皮膚血管の拡張と下肢への血流貯留のために血圧が低下、脳血流
が減少して起こるもので、めまいや失神などの症状がみられます。足を高くして寝
かせるとすぐ回復します。
　②熱けいれん　　汗には塩分も含まれています。大量に汗をかき、水だけを補給

して血液中の塩分濃度が低下したときに起こるもので、痛みを伴う筋けいれん（こ
むらがえりのような状態）がみられます。生理食塩水の補給や点滴により通常は回
復します。
　③熱疲労　　発汗による脱水と皮膚血管の拡張による循環不全の状態であり、脱
力感、倦怠感、めまい、頭痛、吐き気などの症状がみられます。スポーツドリンク
などで水分と塩分を補給することにより通常は回復します。嘔吐などにより水を飲
めない時には、点滴などの医療処置が必要です。
　④熱射病　　過度に体温が上昇（40℃以上）して脳機能に異常をきたした状態
です。体温調節も働かなくなります。種々の程度の意識障害がみられ、応答が鈍い、
言動がおかしいといった状態から進行すると昏睡状態になります。高体温が持続す
ると脳だけでなく、肝臓、腎臓、肺、心臓などの多臓器障害を併発し、死亡率が高
くなります。死の危険のある緊急事態であり、救命できるかどうかは、いかに早く
体温を下げられるかにかかっています。救急車を要請し、速やかに冷却処置を開始
します。
　以上４つの病型のうち、スポーツで主に問題となるのは③と④、熱疲労と熱射病
です。熱中症予防のために、公益財団法人日本スポーツ協会では、スポーツ活動中
の熱中症予防５か条を、以下のとおりあげています。

１．暑いとき、無理な運動は事故のもと
２．急な暑さに要注意
３．失われる水と塩分を取り戻そう
４．薄着スタイルでさわやかに
５．体調不良は事故のもと

　熱中症を正しく理解し、皆さんに夏のスポーツを楽しんでいただきたいと思います。

健　　康

わ
たしたちの

あお やぎ てつ じ

スポーツと熱中症
朝霞地区医師会　青柳　徹二　　☎048-464-4666

救
急
隊
を
増
隊
し
ま
し
た

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り

7

相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

　法律相談 ＊同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
行政相談 ※2
　税務相談
　登記相談 ※3

消費生活相談 ※5
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団などに関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※6

子育て相談  

予

予

予

予

女性困りごと相談 ※4
（男性も相談できます）

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談

高齢者に関する相談 ※7

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※8

ボランティア相談 ※9
障がいに関する相談 ※10
電話健康相談
　精神保健相談 ※11

第1・3火曜日、第1～5水曜日
第2・4火曜日
2日㈭
30日㈭
27日㈪
13日㈪
10日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

21日㈫

毎週月曜～金曜日

26日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時
午前10時～正午

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午後1時～4時

午前10時～午後4時

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161

児童発達支援センター☎048-485-9783

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

＊法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
＊28日㈫の法律相談の場所は、                
にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

毎週月・火・木・金曜日

11日㈯

毎週月曜～金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

消費生活相談員

予

予

毎週月曜～金曜日
16日㈭

毎週月曜～金曜日

28日㈫

第一保育園☎048-478-4928　
第二保育園☎０４２-４２２-３８０３ 
栄保育園☎０４８-４７７-４６２６　
西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　
新座保育園☎０４８-４７７-４６２７

保健センター☎048-481-2211

児童発達支援管理責任者
保育士 ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

午前8時30分～午後5時
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

午後1時～4時30分

7月の相談いろいろ

7　　　月の休日医療機関いろいろ

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 行政に関する苦情・要望など　※3 不動産登記などの登記全般　※4 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※5 日常生活における契約上のトラブルなど　※6 市税などの納付、納税猶予に関すること　※7 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※8 生活上の心配ごとなど　
※9 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※11 こころの病気に関すること

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

朝霞

新座

新座

朝霞

志木

新座

朝霞

朝霞

新座

新座

新座

和光

463-1575

478-1151

483-2222

469-2139

485-9561

478-2689

486-0087

474-5103

478-2688

480-1187

480-3737

450-1102

大 城 ク リ ニ ッ ク

牧田産婦人科医院

堀ノ内クリニック

はねだクリニック

柳瀬川ファミリークリニック

高 橋 医 院

伊藤耳鼻科クリニック

宮 戸 ク リ ニ ッ ク

須 田 整 形 外 科

三 須 耳 鼻 咽 喉 科

遠山荘一郎内科クリニック

和 光 駅 前 皮 フ 科

産婦

内

内、小、泌

内、小

耳

内

５日㈰

１２日㈰

１９日㈰

２３日（木・祝）

２４日（金・祝）

２６日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

５日

１２日

１９日

２６日

吉 田 接 骨 院

新座ひょうたん島接骨院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

477-6867

278-5614

482‐3106

424-3821

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

内、胃・肝内、
内視鏡内科

内、外、消内、
肛、放

外、内、
整外、肛
整外、リウ、
リハ、内
耳、アレ、
気

皮、アレ、
美容皮膚科

※各相談が中止になる場合があります。中止の場合、市ホームページでご案内します。

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

◀詳しくは
　こちら

▶受付日時／①２３日（木・祝）・②２４日（金・祝）、
午前９時～１１時３０分
▶場所／保健センター
▶医師／①佐藤英雄、②新保敦子
▶費用／健康保険法の規定料金
▶持ち物／保険証、お薬手帳（お持ちの方）
▶協力／朝霞地区歯科医師会

休日歯科応急診療所 ※変更の場合あり
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7  July  2020広報 にいざ

植木カット・お庭づくり・ガーデニング

造園1級施工管理士
中村　健人

©新座市2010 \見積無料/
植木1本の高さと値段

（１～３ｍ未満）3,000円 （4～5ｍ未満）8,000円
（３～4ｍ未満）6,000円
※伐採（抜根）・除草・植栽等も致します

個人様：１本・１坪からお任せください
法人様：大規模植栽管理・休日対応・福祉施設
不動産管理組合様：植栽管理・コストカット・空き家管理

㈱庭屋中村
〒352-0017
新座市菅沢２－11－11

詳しくは！ （株）庭屋中村

訪問マッサージをご存知ですか
☆主治医からの同意が得られれば
　医療保険療養費支給が適用されます。
☆マッサージ師が患者様のご自宅、
　又は入所施設などへ訪問し施術します。
TEL：080-4163-3888
住所：新座市野火止7‒18‒1‒313

あん摩マッサージ指圧師（国家資格取得）
山田  徹明

●外来　  ●入院  ●透析センター
●地域医療センター ●健診センター

新座市堀ノ内2-9-31
Tel.048-481-5168

火
災
・
病
院
案
内

Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

令
和
２
年
度
予
算
の
概
要

消
防
職
員
募
集

　
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
、51
億
１
千

４
６
５
万
５
千
円
で
、前
年
度
当
初
予
算

額
50
億
４
６
３
万
円
に
対
し
て
、１
億
１

千
２
万
５
千
円（
2.2
％
）の
増
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
者
支
援
施
設
で
は
、利
用
者
の
生

活
支
援
の
充
実
や
快
適
な
生
活
環
境
の
維

持
管
理
に
努
め
る
ほ
か
、手
す
り
設
置・

エ
ア
コ
ン
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
し
尿
処
理
場
で
は
、災
害
か
ら
施
設
を

守
る
た
め
、災
害
対
策
工
事
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、安
全

で
適
切
な
処
理
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
で
は
、救
急
自
動
車
や
化
学

消
防
車
を
更
新
整
備
す
る
な
ど
、複
雑
化・

多
様
化
す
る
消
防
、救
急
、救
助
及
び
予

防
業
務
に
、迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
事
務
局
総
務
課（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

市
民
１
名
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金

１
万
９
４
８
円

※

令
和
元
年
10
月
１
日
現
在
の
構
成

市
住
民
基
本
台
帳
人
口
46
万
７
千
１

８
８
名
で
算
出

▼
受
験
資
格
／
〇
上
級
＝
平
成
６
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
で
、大
学
を
卒
業
又
は

令
和
３
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
方
、〇
中
級
＝
平
成
８
年
４
月
２
日
以

降
生
ま
れ
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
＝
①
短
期
大
学
を
卒
業
又
は
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
、②
学

校
教
育
法
に
定
め
る
、専
修（
専
門
）学
校・

各
種
学
校（※

）を
卒
業
又
は
令
和
３
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
、〇
初
級
＝

平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、高

等
学
校
を
卒
業
又
は
令
和
３
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

※

専
修（
専
門
）学
校
＝
修
業
年
限
２
年
以

上
の
専
門
課
程（
年
間
授
業
時
間
数
６
８

０
時
間
以
上
）、各
種
学
校
＝
高
等
学
校

卒
業
を
入
学
条
件
と
す
る
修
業
年
限
２
年

以
上
の
過
程

▼
試
験
案
内
／
７
月
３
日
㈮
か
ら
消
防
本

部
、各
消
防
署・分
署
又
は
消
防
本
部
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

▼
申
込
み
／
○
郵
送
＝
７
月
27
日
㈪
〜
８

月
５
日
㈬〈
当
日
消
印
有
効
〉、○
持
参
＝

７
月
27
日
㈪
か
ら
８
月
７
日
㈮
ま
で
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時〈
平
日
の
み
〉

▼
試
験
日
／
○
第
１
次
試
験
＝
９
月
20
日

㈰
、○
第
２
次
試
験
＝
第
１
次
試
験
合
格

者
に
通
知

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
消
防
総
務
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
１
９
）

　「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」は
、音
声
に
よ
る
１

１
９
番
通
報
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
た

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
画
面
操
作
だ
け
で
、救
急
車
な
ど

を
簡
単
に
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。※

詳

細・登
録
方
法
は
、消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照

▼
対
象
／
市
内
在
住
又
は
在
勤
在
学
で
、

音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難
な
方

※

利
用
に
は
消
防
本
部
に
申
請
が
必
要

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
、フ
ァ
ッ
ク

ス
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
５
）

　
管
内
の
火
災
発
生
状
況
、休
日・夜
間
な

ど
に
診
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関（
管

内・近
隣
含
む
）の
診
療
状
況
を
案
内
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

８
１
８
１
）

の
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
案
内
し
て
い
ま
す
。

※

受
診
時
は
病
院
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
指
令
統
括
課（
☎

０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
２
３
）

　
４
月
１
日
か
ら
、朝
霞
消
防
署
浜
崎
分

署
に
救
急
隊
を
１
隊
増
隊
し
、当
消
防
本

部
の
救
急
隊
は
10
隊
に
な
り
ま
し
た
。
増

隊
に
伴
い
整
備
し
た
救
急
車
は
、防
衛
施

設
周
辺
消
防
施
設
整
備
事
業
補
助
金（
防

衛
省
補
助
）の
交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
昨
年
中
の
救
急
出
場
件
数
は
、２
万
９

７
４
件
で
１
日
当
た
り
約
57
件
で
す
。
今

後
も
増
加
が
予
測
さ
れ
る
救
急
需
要
に
対

し
て
適
切
に
対
応
し
、市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心・安
全
を
守
る
体
制
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
、救
急
車
の
適
正
利

用
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
／
消
防
本
部
救
急
課（
☎
０
４

８‐

４
６
０‐

０
１
２
４
）

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
に
つ
い
て

　
朝
霞・志
木・和
光・新
座
市
の
４

市
で
構
成
さ
れ
、障
害
者
支
援
施
設

「
す
わ
緑
風
園
」、し
尿
処
理
場
及
び

埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部
の
業
務
を

共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
事
務
局

朝
霞
市
溝
沼
１‐

２‐

27（
☎
０
４
８‐

４
６
１‐

２
４
１
５
）

■
埼
玉
県
南
西
部
消
防
本
部

朝
霞
市
溝
沼
１‐

２‐

27（
☎
０
４
８‐

４
６
０‐

０
１
１
９
）

※

各
記
事
の
詳
細
は
、各
組
織
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

　夏の暑さが感じられる季節になってまいりました。例年ですとこれから夏休みが
はじまり、海、山のレジャー、そして高校野球の甲子園大会などの夏のスポーツの
時期をむかえますが、今年は新型コロナウイルス感染拡大に伴う外出自粛要請もあ
り、自宅で過ごす方も多いかもしれません。適度に身体を動かすことは年齢を問わ
ず健康維持、体力維持のために大切です。自宅内でできる体操や、人出の少なく、
あまり暑くない早朝、夕方の時間帯に散歩やジョギングをするのも良いでしょう。
　さて、毎年この時期に話題となるのが熱中症です。熱中症は屋外だけでなく屋内
でも起こります。したがって、これからの季節では、スポーツをする・しないにか
かわらず皆が適切に水分やミネラルを補給しなければなりません。この数年来、猛
暑、酷暑のなかで熱中症が原因で亡くなる方が多くなっており、国民一人ひとりが
熱中症対策を学んでおく必要があります。スポーツをする方、また、スポーツの指
導者におかれましては、熱中症予防のために理解を深めていただきたいと思います。
　では、熱中症とはどのような状態をさすのでしょうか？熱中症とは、熱失神、熱
けいれん、熱疲労、熱射病の４つに分けられます。
　①熱失神　　炎天下にじっと立っていたり、立ち上がったりしたとき、運動後な
どに起こります。皮膚血管の拡張と下肢への血流貯留のために血圧が低下、脳血流
が減少して起こるもので、めまいや失神などの症状がみられます。足を高くして寝
かせるとすぐ回復します。
　②熱けいれん　　汗には塩分も含まれています。大量に汗をかき、水だけを補給

して血液中の塩分濃度が低下したときに起こるもので、痛みを伴う筋けいれん（こ
むらがえりのような状態）がみられます。生理食塩水の補給や点滴により通常は回
復します。
　③熱疲労　　発汗による脱水と皮膚血管の拡張による循環不全の状態であり、脱
力感、倦怠感、めまい、頭痛、吐き気などの症状がみられます。スポーツドリンク
などで水分と塩分を補給することにより通常は回復します。嘔吐などにより水を飲
めない時には、点滴などの医療処置が必要です。
　④熱射病　　過度に体温が上昇（40℃以上）して脳機能に異常をきたした状態
です。体温調節も働かなくなります。種々の程度の意識障害がみられ、応答が鈍い、
言動がおかしいといった状態から進行すると昏睡状態になります。高体温が持続す
ると脳だけでなく、肝臓、腎臓、肺、心臓などの多臓器障害を併発し、死亡率が高
くなります。死の危険のある緊急事態であり、救命できるかどうかは、いかに早く
体温を下げられるかにかかっています。救急車を要請し、速やかに冷却処置を開始
します。
　以上４つの病型のうち、スポーツで主に問題となるのは③と④、熱疲労と熱射病
です。熱中症予防のために、公益財団法人日本スポーツ協会では、スポーツ活動中
の熱中症予防５か条を、以下のとおりあげています。

１．暑いとき、無理な運動は事故のもと
２．急な暑さに要注意
３．失われる水と塩分を取り戻そう
４．薄着スタイルでさわやかに
５．体調不良は事故のもと

　熱中症を正しく理解し、皆さんに夏のスポーツを楽しんでいただきたいと思います。

健　　康

わ
たしたちの

あお やぎ てつ じ

スポーツと熱中症
朝霞地区医師会　青柳　徹二　　☎048-464-4666

救
急
隊
を
増
隊
し
ま
し
た

朝
霞
地
区
一
部
事
務
組
合
だ
よ
り
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相　談　名 　　　　　　　　　　　 日 に ち 時　　間　　　　　　　 相 談 員 　　　　　　　　　問合せ及び場所

暮
　ら
　し

子
　ど
　も

健 

康
・
福 

祉

高
齢
者
仕 

事

税 

金

　法律相談 ＊同一案件の相談不可

年金・社会保険・労働相談
人権相談 ※1
行政相談 ※2
　税務相談
　登記相談 ※3

消費生活相談 ※5
多重債務相談
　マンション管理組合運営に係る相談
空家に関する相談
暴力団などに関する相談
犯罪被害者相談

市税などの納付・納税相談 ※6

子育て相談  

予

予

予

予

女性困りごと相談 ※4
（男性も相談できます）

子育て電話相談 

教育相談・いじめ相談

ひとり親家庭等相談

高齢者に関する相談 ※7

職業相談
　就業相談

社協ふくし総合相談 ※8

ボランティア相談 ※9
障がいに関する相談 ※10
電話健康相談
　精神保健相談 ※11

第1・3火曜日、第1～5水曜日
第2・4火曜日
2日㈭
30日㈭
27日㈪
13日㈪
10日㈮

毎週月曜～金曜日

毎週月曜日、第2・4水曜日

毎週月曜～金曜日

21日㈫

毎週月曜～金曜日

26日㈰
毎週木曜日
毎週月・火・水・金曜日

午前10時～午後3時
午後1時～3時
午前10時～正午

午前9時～正午、午後1時～5時
（受付は午後4時30分まで）

午前10時～午後4時

午後1時30分～4時30分

午前8時30分～午後5時15分

午前9時～午後3時30分
午前9時～午後7時
午前9時～午後4時30分
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午後1時～4時

午前10時～午後4時

午前10時～午後6時
（来談は午後5時まで）
午前9時15分～正午、午後1時～4時45分

午前9時～正午、午後1時～4時30分

午前10時～午後5時
午後1時～3時

午前9時～午後4時

埼玉県マンション管理士会

市職員

市職員

家庭児童相談員

公立保育園園長

保育士、栄養士、看護師

母子・父子自立支援員

教育相談員

市職員

職業相談員
キャリアカウンセラー

ボランティアコーディネーター
市職員、社会福祉主事
保健師、栄養士ほか
精神科医

弁護士
女性弁護士
社会保険労務士
人権擁護委員
行政相談員
税理士
司法書士、土地家屋調査士

人権推進課☎048-477-1513

女性困りごと相談室☎048-477-1835

にいざほっとぷらざ☎048-486-8639

消費生活センター☎048-424-9162
消費者ホットライン☎188
建築開発課☎048-477-4519

交通防犯課☎048-477-2484

納税課☎048-477-1852

家庭児童相談室☎048-477-2865

山びこ保育園☎048-481-5095 

教育相談室☎048-477-4152 

こども支援課☎048-424-9161

児童発達支援センター☎048-485-9783

長寿はつらつ課☎048-424-9611
介護保険課☎048-477-6892

＊法律相談以外の相談の最終受付は、
　終了時間の30分前です。
＊28日㈫の法律相談の場所は、                
にいざほっとぷらざです。

新座市ふるさとハローワーク☎048-477-1859
経済振興課☎048-477-6346

社会福祉協議会☎048-480-5705

障がい者福祉課☎048-477-6891

社会福祉士
福祉活動専門員ほか

午前10時～午後3時
（受付は午後2時20分まで）

毎週月・火・木・金曜日

11日㈯

毎週月曜～金曜日

午前10時～午後1時、午後2時～6時
（受付は午後5時30分まで）

女性困りごと相談員（女性）

　　　　　 〃

消費生活相談員

予

予

毎週月曜～金曜日
16日㈭

毎週月曜～金曜日

28日㈫

第一保育園☎048-478-4928　
第二保育園☎０４２-４２２-３８０３ 
栄保育園☎０４８-４７７-４６２６　
西堀保育園☎０４２-４９２-３１１１　
北野保育園☎０４８-４７７-００３９　
新座保育園☎０４８-４７７-４６２７

保健センター☎048-481-2211

児童発達支援管理責任者
保育士 ほか子どもの発達に関する相談 午後1時～4時

午前8時30分～午後5時
午前8時30分～午後5時15分
午前9時～正午、午後1時～4時30分
午後1時30分～3時30分

午後1時～4時30分

7月の相談いろいろ

7　　　月の休日医療機関いろいろ

※1 人権侵害・名誉毀損など　※2 行政に関する苦情・要望など　※3 不動産登記などの登記全般　※4 離婚問題、配偶者（パートナー）からの暴力、性的マイノリティなど　
※5 日常生活における契約上のトラブルなど　※6 市税などの納付、納税猶予に関すること　※7 高齢者虐待、成年後見制度、介護保険など　※8 生活上の心配ごとなど　
※9 ボランティアをしたい方、受けたい方対象　※10 障がい者の虐待、生活支援、差別などに関すること　※11 こころの病気に関すること

日曜日・休日に診療実施の医療機関　（午前10時～午後４時）  

医療に関する情報サービス 

朝霞

新座

新座

朝霞

志木

新座

朝霞

朝霞

新座

新座

新座

和光

463-1575

478-1151

483-2222

469-2139

485-9561

478-2689

486-0087

474-5103

478-2688

480-1187

480-3737

450-1102

大 城 ク リ ニ ッ ク

牧田産婦人科医院

堀ノ内クリニック

はねだクリニック

柳瀬川ファミリークリニック

高 橋 医 院

伊藤耳鼻科クリニック

宮 戸 ク リ ニ ッ ク

須 田 整 形 外 科

三 須 耳 鼻 咽 喉 科

遠山荘一郎内科クリニック

和 光 駅 前 皮 フ 科

産婦

内

内、小、泌

内、小

耳

内

５日㈰

１２日㈰

１９日㈰

２３日（木・祝）

２４日（金・祝）

２６日㈰

※記載がない場合、市外局番は０４８です

日 　整・接骨院名 電　話

５日

１２日

１９日

２６日

吉 田 接 骨 院

新座ひょうたん島接骨院

い ち ご 整 骨 院

新座みつばち鍼灸整骨院

477-6867

278-5614

482‐3106

424-3821

○埼玉県救急医療情報センター:♯７１１９（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県大人の救急電話相談:♯7000（☎０４８-８２４-４１９９）

○埼玉県小児救急電話相談:♯8000（☎０４８-８３３-７９１１）

○精神科救急情報センター:☎０４８-７２３-８６９９

24時間対応で、緊急に受診可能な医療機関を紹介します（歯科を除く）。

24時間対応で、急な病気やけがに関して看護師がアドバイスします。

24時間対応で、急病時の対応や受診の必要性を看護師がアドバイスします。

夜間や休日に、精神疾患を有する方及び家族からの緊急の相談を受け付けます。

 日 場所 診療所名 科　目 電　話 場所 診療所名 科　目 電　話

予※祝・休日を除きます。　 マークのあるものは予約制です。

日曜日に診療実施の整・接骨院 （午前9時～正午）

病院に行くか
迷った時など
ご活用ください

内、胃・肝内、
内視鏡内科

内、外、消内、
肛、放

外、内、
整外、肛
整外、リウ、
リハ、内
耳、アレ、
気

皮、アレ、
美容皮膚科

※各相談が中止になる場合があります。中止の場合、市ホームページでご案内します。

　朝霞地区薬剤師会ホー
ムページから確認できま
す。

日曜・祝日に開局の薬局

◀詳しくは
　こちら

▶受付日時／①２３日（木・祝）・②２４日（金・祝）、
午前９時～１１時３０分
▶場所／保健センター
▶医師／①佐藤英雄、②新保敦子
▶費用／健康保険法の規定料金
▶持ち物／保険証、お薬手帳（お持ちの方）
▶協力／朝霞地区歯科医師会

休日歯科応急診療所 ※変更の場合あり
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※Twitter，Facebookはアカウントがなくてもご覧いただけます。
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世
界
三
大

楽
　園

大
湿
原

大
都
会

東
京
２
０
２
０
大
会
ま
で

あ
と
１
年
！

　
梅
雨
明
け
、花
火
大
会
、七
夕
。
日
本

の
夏
は
好
き
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、酷
暑
、滝
汗
、恐
ろ
し
い
虫・・・

苦
手
な
と
こ
ろ
も
多
く
て
愛
憎
関
係
で
す
。

笑　「
ガ
ス
の
部
屋
」（
令
和
元
年
10
月
号
）で

夏
の
話
を
し
ま
し
た
が
、今
回
は
夏・暑

気
に
関
わ
る
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
で
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、通
学・

通
勤
中
で
も
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
ま
す
が
、

日
本
で
は
ど
ん
な
に
眩
し
く
て
も
、サ
ン

グ
ラ
ス
を
か
け
る
人
の
姿
は
割
と
少
な
い

よ
う
に
見
え
ま
す
。
理
由
は
よ
く
分
か
り

ま
せ
ん
が
、ほ
ぼ
毎
日
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か

け
て
い
る
私
は
ど
う
い
う
風
に
見
ら
れ
て

い
る
の
か
な
。
一
方
、向
こ
う
で
は
日
傘

を
差
す
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
で
す
。

　
ま
た
、暑
い
日
が
多
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、

外
で
上
半
身
裸
の
ま
ま
歩
い
て
い
る
男
性

が
い
ま
す（
イ
ギ
リ
ス
で
も
た
ま
に
見
か

け
ま
し
た
）。
こ
れ
は
Ｏ
Ｋ
か
Ｎ
Ｇ
か
と

い
う
話
は
抜
き
に
し
て
、日
本
で
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
起
き
れ
ば
ニ
ュ
ー
ス
に
出
そ

う
で
す
。
笑

　
皆
さ
ん
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

ガスの部屋

「蝉時雨」
「ガス」は国際交流員グスタヴォ・ラモスさんの愛称です。

▶問合せ
 オリンピック・パラリンピック推進室（☎０４８‐４２４‐４６８７）

◎人口166,211 人（男 82,852 人  女 83,359 人）
　〈＋5人（男－9人、女＋14人）〉※前月比
◎世帯数 76,261世帯〈－8世帯〉【6月1日現在】

クイズ＆アンケート

▶応募方法／①右上の二次元コード又は市ホームページ「広報にいざ」の
ページから、各項目に入力して応募、又は②はがきに住所、氏名、電話番号、ク
イズの答えとアンケートを記入の上、シティプロモーション課広報係（〒352－
8623野火止1－1－1）へお送りください。※必ずクイズの答えとアンケートを
ご記入ください。また、応募は1人1通までとさせていただきます。
▶応募締切／7月25日㈯〈②は当日消印有効〉

人口と世帯

ゾウキリングッズは
観光プラザ、市役所売店、
ふるさと新座館などで販売中！

　下記のクイズに正解して、アンケートにご協力
いただいた皆さんの中から抽選で1名様にゾウキ
リンのマスキングテープと提携店で使えるアト
ム通貨100馬力（100円商品券相当）を、4名様に
粗品とアトム通貨100馬力をプレゼントします。
当選者の発表は、発送をもって代えさせていただ
きます。ぜひ広報にいざへのご意見・ご感想をお
寄せください。

■クイズ　7月1日から、●●●有料化がスタートします。
●に入る言葉は何でしょう。
■アンケート　①今月号で良かった記事、②取り上げてほしい
内容やコーナー、③そのほか広報にいざへのご意見・ご感想が
あればお聞かせください。

※ヒント＝2ページ

　O
lá!（

オ
ラ
ー
＝
こ
ん
に
ち
は
）ブ
ラ

ジ
ル
国
際
交
流
員
の
ガ
ス
で
す
！

　
東
京
２
０
２
０
大
会
が
１
年
延
期
に
な

り
ま
し
た
が
、新
座
市
は
引
き
続
き
ブ
ラ

ジ
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
取
組
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
私
は
毎
月「
ガ
ス
の
部
屋
」を
書
い
て
い

ま
す
が
、皆
さ
ん
に
ブ
ラ
ジ
ル
を
も
っ
と

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、「
ガ
ス
の
部
屋
」

に
加
え
て
、ブ
ラ
ジ
ル
を
紹
介
す
る
コ
ラ

ム
も
書
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
！

　
今
回
は
観
光
編
。ま
ず
は
読
ん
で
ブ
ラ

ジ
ル
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、ブ
ラ

ジ
ル
を
訪
れ
る
機
会
が
来
た
ら
、ぜ
ひ
ぜ

ひ
次
に
紹
介
す
る
場
所
に
行
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
！

　
南
部
に
位
置
す
る
パ
ラ
ナ
州
に
は
、世

界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
イ
グ
ア
ス
の

滝
が
あ
り
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
の
滝
、北
米
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
と

並
ん
で
、「
世
界
三
大
瀑
布
」に
数
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
実
は
、イ
グ
ア
ス
の
滝
は
ブ
ラ
ジ
ル
と

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
ま
た
が
っ
て
い
ま
す
。

最
も
高
低
差
が
あ
る
部
分
は
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
側
に
あ
り
、「
悪
魔
の
喉
笛
」と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。（
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
ほ
う
が
キ

レ
イ
で
す
け
ど
ね
。
笑
）

　
皆
さ
ん
は
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
好
き
で
す

か
？
ブ
ラ
ジ
ル
と
言
え
ば
、す
ぐ
に
ビ
ー

チ
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
で
す
。た
だ
、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の「
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
」

や「
イ
パ
ネ
マ
」だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

　
今
回
紹
介
し
た
い
の
は
、ブ
ラ
ジ
ル
の

北
東
部
に
あ
る
ジ
ェ
リ
コ
ア
コ
ア
ラ
市（
セ

ア
ラ
州
）で
す
。
ジ
ェ
リ
コ
ア
コ
ア
ラ
は
、

キ
レ
イ
な
海
だ
け
で
な
く
、砂
丘
の
中
の

キ
レ
イ
な
湖
が
特
徴
で
す
。

　
こ
の
湖
は
水
の
上
に
ハ
ン
モ
ッ
ク
が
並

ん
で
い
て
、「Lagoa 

do Paraíso
」（
ラ

ゴ
ア・ド・パ
ラ
イ
ー

ゾ
＝
楽
園
の
湖
）と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
楽
園
で
ゆ
ら
ゆ
ら

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
次
は
、ブ
ラ
ジ
ル
、ボ
リ
ビ
ア
、パ
ラ
グ

ア
イ
に
ま
た
が
る
世
界
最
大
の
大
湿
原
パ

ン
タ
ナ
ー
ル
で
す
。
パ
ン
タ
ナ
ー
ル
は
、

ワ
ニ
、ピ
ラ
ニ
ア
、コ
ン
ゴ
ウ
イ
ン
コ
、ジ

ャ
ガ
ー
、ア
リ
ク
イ
、カ
ピ
バ
ラ
、シ
ラ
サ

ギ
、オ
ウ
ム
、ト
ゥ
ユ
ユ
な
ど
、様
々
な
種

類
の
動
物
た
ち
の
天
国
で
す
。

　
最
後
に
、世
界
中
の
文
化
や
人
々
が
集

ま
っ
て
い
るSão Paulo

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
）

を
紹
介
し
ま
す
。

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
は
、ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
は

な
く
、南
米
だ
け
で
も
な
く
、南
半
球
最

大
の
都
市
で
す
。
ち
な
み
に
、私
は
近
く

の
ミ
ナ
ス・ジ
ェ
ラ
イ
ス
州
出
身
で
す
が
、

新
座
市
に
来
る
前
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。（「
近
く
」と
言
っ
て
も
、故

郷
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
は
バ
ス
で
８
時
間

以
上
か
か
り
ま
す
。
笑
）

　
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
特
徴
を
一
言
で
言
う
と
、

そ
れ
は「
多
様
性
」で
す
。

　
１
８
８
８
年
の
奴
隷
制
度
廃
止
の
あ
と
、

コ
ー
ヒ
ー
農
園
の
人
手
が
足
り
な
く
な
っ

て
、多
数
の
外
国
人
の
移
住
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
日
本
人
が
初
め
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し

た
の
は
１
９
０
８
年
で
、現
在
約
２
０
０

万
人
の
日
系
人
が
住
み
、海
外
最
大
の
日

系
社
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

日
本
料
理
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
日
本
企
業
が

非
常
に
多
い
で
す
！

　
世
界
３
都
市（
サ
ン
パ
ウ
ロ
、ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
、ロ
ン
ド
ン
）に

あ
る
ジ
ャ
パ
ン・ハ

ウ
ス
が
初
め
て
開
館

し
た
都
市
は
サ
ン
パ

ウ
ロ
で
す
。

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
公
用
語
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
。
こ
の
本
で
は
、中
学
２
年
生
の
ア
キ

と
小
学
６
年
生
の
カ
ズ
マ
が
、世
界
的
に

も
有
名
な
観
光
都
市
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

を
旅
し
な
が
ら
、食
事
、名
所
ツ
ア
ー
、

サ
ッ
カ
ー
観
戦
な
ど
様
々
な
シ
ー
ン
で
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
表
現
を
使
い
ま
す
。
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
が
豊
富
で
、旅
の
気
分
を
味

わ
い
な
が
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
言
葉
の
ほ
か
、歴
史
や
文
化
、人
々
の

暮
ら
し
な
ど
ブ
ラ
ジ
ル
の
情
報
も
満
載
。

海
外
へ
の
興
味
が
広
が
る
１
冊
で
す
。

※

所
蔵
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、中
央
図
書

館（
☎
０
４
８‐

４
８
１‐

１
１
１
５
）に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

〜
観
光
編
〜

お
す
す
め
の
一
冊

「
旅
す
る
こ
ど
も
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

　
　
　
　 リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
編
」

コ
ン
デ
ッ
ク
ス
情
報
研
究
所
／
編
著

成
美
堂
出
版

▲ブラジル政府観光局
　の動画はこちら

ブ
ラ
ジ
ル
を
知
ろ
う

ブ
ラ
ジ
ル
を
知
ろ
う

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

〜
新
座
市
は
射
撃
の
競
技
会
場・ブ
ラ
ジ
ル
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
で
す
〜

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
推
進
室

 （
☎
0
4
8-

　
　
　4
2
4-

4
6
8
7
）

問合せ

せ 　み し　ぐ　れ

ば
く
ふ


